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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】無線メッシュネットワーク（または「メッシュ
」）に、任意の冗長な相互接続を可能とする。
【解決手段】強化された明示的なブリッジ間制御プロト
コルは、既存の制御パケットを使って動作する。既存の
ブロードキャストパケットフラッドは、相互接続された
メッシュ（「マルチメッシュ」と呼ばれる）全体にわた
り最良の経路を学習するため使用される。各メッシュ内
で動作する強化されたルーティングプロトコルは、トラ
フィック転送の際、各前記メッシュに限定された情報を
調べることにより、当該ルーティングプロトコルが必要
とするメモリおよび処理時間に関してロバストなマルチ
メッシュスケーリングを可能にする。メッシュが複数の
周波数で動作するよう相互に干渉しあう範囲内に設定し
て前記マルチメッシュ全体にわたり周波数ダイバーシテ
ィを実現できる。各メッシュは、それぞれ干渉しあわな
い周波数で動作することも可能である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　システムは、以下から成る：
無線網状回路網間の連続したパケットによるマルチ網状回路網としての操作第１および第
２の無線網状回路網のための手段；
防止フォワーディングのための手段は、無線網状回路網との間にループする；
そこにおいて、オペレーティングのための手段は、それぞれ第一および第二の無線網状回
路網と関連した第１および第２のメッシュ橋ノードを含む；
そして、転送ループの中で防止すること間の手段は、識別子を最も少なくパケットのいく
つかでのそれぞれのもの、それぞれの前半部およびそれぞれの第２部分から成る各それぞ
れの識別子、マルチ網状回路網にそれぞれのパケットのそれぞれのエントリポイントを独
自に識別しているそれぞれの前半部およびそれぞれのエントリポイントの前後関係の各そ
れぞれのパケットを独自に識別しているそれぞれの第２部分に割り当てるための手段を含
む。
【請求項２】
　各それぞれの無線網目状ネットワークの中で冗長なブロードキャストパケット大量出血
を排除するための手段から更に成っている請求項１のシステム。
【請求項３】
　請求項２（冗長なブロードキャストパケット大量出血を排除するための手段が識別子に
一つには基づく）のシステム。
【請求項４】
　少なくともルート・コスト情報に一つには基づく効率的な方法に従って最も少なくパケ
ットのいくつかで転送のための手段から更に成っている請求項１のシステム。
【請求項５】
　請求項４（転送のための手段が橋関連横断の間、少なくともルート・コスト情報を一つ
には蓄積するための手段を含む）のシステム。
【請求項６】
　請求項４（転送のための手段が無線網状回路網のうちの少なくとも１つの横断の間、少
なくともルート・コスト情報を一つには蓄積するための手段を含む）のシステム。
【請求項７】
　請求項４（ルート・コスト情報が制御パケットより先に存在する際に伝達される）のシ
ステム。
【請求項８】
　請求項４（ルート・コスト情報がデータパケットより先に存在する際に伝達される）の
システム。
【請求項９】
　請求項１（オペレーティングのための手段が少なくとも一つの無線リンクを含む）のシ
ステム。
【請求項１０】
　請求項１（オペレーティングのための手段が少なくとも一つのワイヤード関連を含む）
のシステム。
【請求項１１】
　請求項１（識別子が既存の制御パケットに含む）のシステム。
【請求項１２】
　請求項１（識別子が既存のデータパケットに含む）のシステム。
【請求項１３】
　請求項１（無線網状回路網がそれぞれの周波数の割当てに従って手術可能である）のシ
ステム。
【請求項１４】
　請求項１３（周波数の割当てが同一である）のシステム。
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【請求項１５】
　請求項１３（周波数の割当てが明瞭である）のシステム。
【請求項１６】
　請求項１３（周波数の割当てが非妨げている）のシステム。
【請求項１７】
　請求項１３（周波数の割当てが妨げている）のシステム。
【請求項１８】
　請求項１３（周波数の割当てのうちの少なくとも１つが８０２．１１本の互換性を持つ
チャネルに対応する）のシステム。
【請求項１９】
　請求項１（無線網状回路網がそれぞれのルーティング・プロトコルに従って手術可能で
ある）のシステム。
【請求項２０】
　請求項１９（ルーティング・プロトコルが同一である）のシステム。
【請求項２１】
　請求項１９（ルーティング・プロトコルが明瞭である）のシステム。
【請求項２２】
　請求項１（各無線網状回路網が異なったそれぞれの媒体アクセス制御レイヤに従って手
術可能である）のシステム。
【請求項２３】
　請求項１（各無線網状回路網が同じ媒体アクセス制御レイヤに従って手術可能である）
のシステム。
【請求項２４】
　請求項１（各無線網状回路網が異なったそれぞれの物理レイヤに従って手術可能である
）のシステム。
【請求項２５】
　請求項１（各無線網状回路網が同じ物理レイヤに従って手術可能である）のシステム。
【請求項２６】
　請求項１（オペレーティングのための手段が作動して、無線網状回路網間の連続したパ
ケットによるマルチ網状回路網として操作第一および第二の無線網状回路網のための第２
の手段から更に成るための第１の手段である）のシステム。
【請求項２７】
　負荷平衡テクニックに従ってオペレーティングのための制御第一および第二の手段のた
めの手段から更に成っている請求項２６のシステム。
【請求項２８】
　冗長性／フェイルオーバ・テクニックに従ってオペレーティングのための制御第一およ
び第二の手段のための手段から更に成っている請求項２６のシステム。
【請求項２９】
　請求項２６（オペレーティングのための第一および第二の手段がブリッジ―リンク・プ
ロトコルと連動して手術可能である）のシステム。
【請求項３０】
　請求項２９（ブリッジ―リンクプロトコルがパケットより先に存在すると共に手術可能
である）のシステム。
【請求項３１】
　システムは、以下から成る：
無線網状回路網の間でパケットを交換することによるマルチ網状回路網としての操作第１
および第２の無線網状回路網のための手段；
各それぞれの無線網目状ネットワークの中で冗長なブロードキャストパケット大量出血を
排除するための手段；
そこにおいて、オペレーティングのための手段は、それぞれ第一および第二の無線網状回
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路網と関連した第１および第２のメッシュ橋ノードを含む；
そして、冗長なブロードキャストパケット大量出血を排除するための手段は、識別子を最
も少なくパケットのいくつかでのそれぞれのもの、それぞれの前半部およびそれぞれの第
２部分から成る各それぞれの識別子、マルチ網状回路網にそれぞれのパケットのそれぞれ
のエントリポイントを独自に識別しているそれぞれの前半部およびそれぞれのエントリポ
イントの前後関係の各それぞれのパケットを独自に識別しているそれぞれの第２部分に割
り当てるための手段を含む。
【請求項３２】
　無線網状回路網との間に転送ループを防止するための手段から更に成っている請求項３
１のシステム。
【請求項３３】
　請求項３２（防止転送ループのための手段が識別子に一つには基づく）のシステム。
【請求項３４】
　少なくともルート・コスト情報に一つには基づく効率的な方法に従って最も少なくパケ
ットのいくつかで転送のための手段から更に成っている請求項３１のシステム。
【請求項３５】
　請求項３４（転送のための手段が橋関連横断の間、少なくともルート・コスト情報を一
つには蓄積するための手段を含む）のシステム。
【請求項３６】
　請求項３４（転送のための手段が無線網状回路網のうちの少なくとも１つの横断の間、
少なくともルート・コスト情報を一つには蓄積するための手段を含む）のシステム。
【請求項３７】
　請求項３４（ルート・コスト情報が制御パケットより先に存在する際に伝達される）の
システム。
【請求項３８】
　請求項３４（ルート・コスト情報がデータパケットより先に存在する際に伝達される）
のシステム。
【請求項３９】
　請求項３１（オペレーティングのための手段が少なくとも一つの無線リンクを含む）の
システム。
【請求項４０】
　請求項３１（オペレーティングのための手段が少なくとも一つのワイヤード関連を含む
）のシステム。
【請求項４１】
　請求項３１（識別子が既存の制御パケットに含む）のシステム。
【請求項４２】
　請求項３１（識別子が既存のデータパケットに含む）のシステム。
【請求項４３】
　請求項３１（無線網状回路網がそれぞれの周波数の割当てに従って手術可能である）の
システム。
【請求項４４】
　請求項４３（周波数の割当てが同一である）のシステム。
【請求項４５】
　請求項４３（周波数の割当てが明瞭である）のシステム。
【請求項４６】
　請求項４３（周波数の割当てが非妨げている）のシステム。
【請求項４７】
　請求項４３（周波数の割当てが妨げている）のシステム。
【請求項４８】
　請求項４３（周波数の割当てのうちの少なくとも１つが８０２．１１本の互換性を持つ
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チャネルに対応する）のシステム。
【請求項４９】
　請求項３１（無線網状回路網がそれぞれのルーティング・プロトコルに従って手術可能
である）のシステム。
【請求項５０】
　請求項４９（ルーティング・プロトコルが同一である）のシステム。
【請求項５１】
　請求項４９（ルーティング・プロトコルが明瞭である）のシステム。
【請求項５２】
　請求項３１（各無線網状回路網が異なったそれぞれの媒体アクセス制御レイヤに従って
手術可能である）のシステム。
【請求項５３】
　請求項３１（各無線網状回路網が同じ媒体アクセス制御レイヤに従って手術可能である
）のシステム。
【請求項５４】
　請求項３１（各無線網状回路網が異なったそれぞれの物理レイヤに従って手術可能であ
る）のシステム。
【請求項５５】
　請求項３１（各無線網状回路網が同じ物理レイヤに従って手術可能である）のシステム
。
【請求項５６】
　請求項３１（オペレーティングのための手段が作動して、無線網状回路網間の連続した
パケットによるマルチ網状回路網として操作第一および第二の無線網状回路網のための第
２の手段から更に成るための第１の手段である）のシステム。
【請求項５７】
　負荷平衡テクニックに従ってオペレーティングのための制御第一および第二の手段のた
めの手段から更に成っている請求項５６のシステム。
【請求項５８】
　冗長性／フェイルオーバ・テクニックに従ってオペレーティングのための制御第一およ
び第二の手段のための手段から更に成っている請求項５６のシステム。
【請求項５９】
　請求項５６（オペレーティングのための第一および第二の手段がブリッジ―リンク・プ
ロトコルと連動して手術可能である）のシステム。
【請求項６０】
　請求項５９（ブリッジ―リンクプロトコルがパケットより先に存在すると共に手術可能
である）のシステム。
【請求項６１】
　システムは、以下から成る：
無線網状回路網間でパケットを受け渡すことによるマルチ網状回路網としての操作第１お
よび第２の無線網状回路網のための手段；
少なくともルート・コスト情報に一つには基づく効率的な方法に従う転送パケットのため
の手段；
そこにおいて、オペレーティングのための手段は、それぞれ第一および第二の無線網状回
路網と関連した第１および第２のメッシュ橋ノードを含む；
そして、転送パケットのための手段は、通過の間、少なくともルート・コスト情報を一つ
には蓄積するための手段を含む。
【請求項６２】
　各それぞれの無線網目状ネットワークの中で冗長なブロードキャストパケット大量出血
を排除するための手段から更に成っている請求項６１のシステム。
【請求項６３】
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　請求項６２（冗長なブロードキャストパケット大量出血を排除するための手段が最も少
なくパケットのいくつかでのそれぞれのもの、それぞれの前半部およびそれぞれの第２部
分から成る各それぞれの識別子、マルチ網状回路網にそれぞれのパケットのそれぞれのエ
ントリポイントを独自に識別しているそれぞれの前半部およびそれぞれのエントリポイン
トの前後関係の各それぞれのパケットを独自に識別しているそれぞれの第２部分に割り当
てられる識別子に一つには基づく）のシステム。
【請求項６４】
　請求項６３（識別子が既存の制御パケットに含む）のシステム。
【請求項６５】
　請求項６３（識別子が既存のデータパケットに含む）のシステム。
【請求項６６】
　無線網状回路網との間に転送ループを防止するための手段から更に成っている請求項６
１のシステム。
【請求項６７】
　請求項６６（防止転送ループのための手段が最も少なくパケットのいくつかでのそれぞ
れのもの、それぞれの前半部およびそれぞれの第２部分から成る各それぞれの識別子、マ
ルチ網状回路網にそれぞれのパケットのそれぞれのエントリポイントを独自に識別してい
るそれぞれの前半部およびそれぞれのエントリポイントの前後関係の各それぞれのパケッ
トを独自に識別しているそれぞれの第２部分に割り当てられる識別子に一つには基づく）
のシステム。
【請求項６８】
　請求項６７（識別子が既存の制御パケットに含む）のシステム。
【請求項６９】
　請求項６７（識別子が既存のデータパケットに含む）のシステム。
【請求項７０】
　請求項６１（転送パケットのための手段が橋関連横断の間、少なくともルート・コスト
情報を一つには蓄積するための手段を含む）のシステム。
【請求項７１】
　請求項６１（転送パケットのための手段が無線網状回路網のうちの少なくとも１つの横
断の間、少なくともルート・コスト情報を一つには蓄積するための手段を含む）のシステ
ム。
【請求項７２】
　請求項６１（ルート・コスト情報が制御パケットより先に存在する際に伝達される）の
システム。
【請求項７３】
　請求項６１（ルート・コスト情報がデータパケットより先に存在する際に伝達される）
のシステム。
【請求項７４】
　請求項６１（オペレーティングのための手段が少なくとも一つの無線リンクを含む）の
システム。
【請求項７５】
　請求項６１（オペレーティングのための手段が少なくとも一つのワイヤード関連を含む
）のシステム。
【請求項７６】
　請求項６１（無線網状回路網がそれぞれの周波数の割当てに従って手術可能である）の
システム。
【請求項７７】
　請求項７６（周波数の割当てが同一である）のシステム。
【請求項７８】
　請求項７６（周波数の割当てが明瞭である）のシステム。
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【請求項７９】
　請求項７６（周波数の割当てが非妨げている）のシステム。
【請求項８０】
　請求項７６（周波数の割当てが妨げている）のシステム。
【請求項８１】
　請求項７６（周波数の割当てのうちの少なくとも１つが８０２．１１本の互換性を持つ
チャネルに対応する）のシステム。
【請求項８２】
　請求項６１（無線網状回路網がそれぞれのルーティング・プロトコルに従って手術可能
である）のシステム。
【請求項８３】
　請求項８２（ルーティング・プロトコルが同一である）のシステム。
【請求項８４】
　請求項８２（ルーティング・プロトコルが明瞭である）のシステム。
【請求項８５】
　請求項６１（各無線網状回路網が異なったそれぞれの媒体アクセス制御レイヤに従って
手術可能である）のシステム。
【請求項８６】
　請求項６１（各無線網状回路網が同じ媒体アクセス制御レイヤに従って手術可能である
）のシステム。
【請求項８７】
　請求項６１（各無線網状回路網が異なったそれぞれの物理レイヤに従って手術可能であ
る）のシステム。
【請求項８８】
　請求項６１（各無線網状回路網が同じ物理レイヤに従って手術可能である）のシステム
。
【請求項８９】
　請求項６１（オペレーティングのための手段が作動して、無線網状回路網間の連続した
パケットによるマルチ網状回路網として操作第一および第二の無線網状回路網のための第
２の手段から更に成るための第１の手段である）のシステム。
【請求項９０】
　負荷平衡テクニックに従ってオペレーティングのための制御第一および第二の手段のた
めの手段から更に成っている請求項８９のシステム。
【請求項９１】
　冗長性／フェイルオーバ・テクニックに従ってオペレーティングのための制御第一およ
び第二の手段のための手段から更に成っている請求項８９のシステム。
【請求項９２】
　請求項８９（オペレーティングのための第一および第二の手段がブリッジ―リンク・プ
ロトコルと連動して手術可能である）のシステム。
【請求項９３】
　請求項９２（ブリッジ―リンクプロトコルがパケットより先に存在すると共に手術可能
である）のシステム。
【請求項９４】
　方法は、以下を含む：
無線網状回路網間の連続したパケットによるマルチ網状回路網としての操作第１および第
２の無線網状回路網；
防止フォワーディングは、無線網状回路網との間に輪になる；
そこにおいて、オペレーティングは、それぞれ第一および第二の無線網状回路網と関連し
た管理第１および第２のメッシュ橋ノードから成る；
そして、転送ループを防止することは、識別子を最も少なくパケットのいくつかでのそれ
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ぞれのもの、それぞれの前半部およびそれぞれの第２部分から成る各それぞれの識別子、
マルチ網状回路網にそれぞれのパケットのそれぞれのエントリポイントを独自に識別して
いるそれぞれの前半部およびそれぞれのエントリポイントの前後関係の各それぞれのパケ
ットを独自に識別しているそれぞれの第２部分に割り当てることから成る。
【請求項９５】
　請求項９４の方法（各それぞれの無線網目状ネットワークの中で冗長なブロードキャス
トパケット大量出血を排除することを更に含む）。
【請求項９６】
　請求項９５（除去している冗長なブロードキャストパケット大量出血が識別子に一つに
は基づく）の方法。
【請求項９７】
　少なくともルート・コスト情報に一つには基づく効率的な方法に従って転送パケットか
ら更に成っている請求項９４の方法。
【請求項９８】
　請求項９７（ブリッジの間、少なくともルート・コスト情報を一つには蓄積している転
送パケット構成が横断を連結する）の方法。
【請求項９９】
　請求項９７（ルートを蓄積している転送パケット構成が無線網状回路網のうちの少なく
とも１つの横断の間、少なくとも情報を一つには犠牲にした）の方法。
【請求項１００】
　請求項９７（ルート・コスト情報が制御パケットより先に存在する際に伝達される）の
方法。
【請求項１０１】
　請求項９７（ルート・コスト情報がデータパケットより先に存在する際に伝達される）
の方法。
【請求項１０２】
　請求項９４（オペレーティングが管理少なくとも一つの無線リンクから成る）の方法。
【請求項１０３】
　請求項９４（オペレーティングが管理少なくとも一つのワイヤード・リンクから成る）
の方法。
【請求項１０４】
　請求項９４（識別子が既存の制御パケットに含む）の方法。
【請求項１０５】
　請求項９４（識別子が既存のデータパケットに含む）の方法。
【請求項１０６】
　請求項９４（無線網状回路網がそれぞれの周波数の割当てに従って手術可能である）の
方法。
【請求項１０７】
　請求項１０６（周波数の割当てが同一である）の方法。
【請求項１０８】
　請求項１０６（周波数の割当てが明瞭である）の方法。
【請求項１０９】
　請求項１０６（周波数の割当てが非妨げている）の方法。
【請求項１１０】
　請求項１０６（周波数の割当てが妨げている）の方法。
【請求項１１１】
　請求項１０６（周波数の割当てのうちの少なくとも１つが８０２．１１本の互換性を持
つチャネルに対応する）の方法。
【請求項１１２】
　請求項９４（無線網状回路網がそれぞれのルーティング・プロトコルに従って手術可能
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である）の方法。
【請求項１１３】
　請求項１１２（ルーティング・プロトコルが同一である）の方法。
【請求項１１４】
　請求項１１２（ルーティング・プロトコルが明瞭である）の方法。
【請求項１１５】
　請求項９４（各無線網状回路網が異なったそれぞれの媒体アクセス制御レイヤに従って
手術可能である）の方法。
【請求項１１６】
　請求項９４（各無線網状回路網が同じ媒体アクセス制御レイヤに従って手術可能である
）の方法。
【請求項１１７】
　請求項９４（各無線網状回路網が異なったそれぞれの物理レイヤに従って手術可能であ
る）の方法。
【請求項１１８】
　請求項９４（各無線網状回路網が同じ物理レイヤに従って手術可能である）の方法。
【請求項１１９】
　請求項９４（オペレーティングが作動して、無線網状回路網間の連続したパケットによ
るマルチ網状回路網として操作第一および第二の無線網状回路網の第２の行為から更に成
ることの第１の行為である）の方法。
【請求項１２０】
　負荷平衡テクニックに従ってオペレーティングの制御第一および第二の行為から更に成
っている請求項１１９の方法。
【請求項１２１】
　冗長性／フェイルオーバ・テクニックに従ってオペレーティングの制御第一および第二
の行為から更に成っている請求項１１９の方法。
【請求項１２２】
　請求項１１９（オペレーティングの第一および第二の行為がブリッジ―リンク・プロト
コルと連動して手術可能である）の方法。
【請求項１２３】
　請求項１２２（ブリッジ―リンクプロトコルがパケットより先に存在すると共に手術可
能である）の方法。
【請求項１２４】
　方法は、以下を含む：
無線網状回路網の間でパケットを交換することによるマルチ網状回路網としての操作第１
および第２の無線網状回路網；
各それぞれの無線網目状ネットワークの中で冗長なブロードキャストパケット大量出血を
排除すること；
そこにおいて、オペレーティングは、それぞれ第一および第二の無線網状回路網と関連し
た管理第１および第２のメッシュ橋ノードから成る；
そして、除去している冗長なブロードキャストパケット大量出血は、識別子を最も少なく
パケットのいくつかでのそれぞれのもの、それぞれの前半部およびそれぞれの第２部分か
ら成る各それぞれの識別子、マルチ網状回路網にそれぞれのパケットのそれぞれのエント
リポイントを独自に識別しているそれぞれの前半部およびそれぞれのエントリポイントの
前後関係の各それぞれのパケットを独自に識別しているそれぞれの第２部分に割り当てる
ことから成る。
【請求項１２５】
　無線網状回路網との間に防止転送ループから更に成っている請求項１２４の方法。
【請求項１２６】
　請求項１２５の方法、防止フォワーディングが、輪になる識別子に一つには基づく。
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【請求項１２７】
　少なくともルート・コスト情報に一つには基づく効率的な方法に従って転送パケットか
ら更に成っている請求項１２４の方法。
【請求項１２８】
　請求項１２７（ブリッジの間、少なくともルート・コスト情報を一つには蓄積している
転送パケット構成が横断を連結する）の方法。
【請求項１２９】
　請求項１２７（ルートを蓄積している転送パケット構成が無線網状回路網のうちの少な
くとも１つの横断の間、少なくとも情報を一つには犠牲にした）の方法。
【請求項１３０】
　請求項１２７（ルート・コスト情報が制御パケットより先に存在する際に伝達される）
の方法。
【請求項１３１】
　請求項１２７（ルート・コスト情報がデータパケットより先に存在する際に伝達される
）の方法。
【請求項１３２】
　請求項１２４（オペレーティングが管理少なくとも一つの無線リンクから成る）の方法
。
【請求項１３３】
　請求項１２４（オペレーティングが管理少なくとも一つのワイヤード・リンクから成る
）の方法。
【請求項１３４】
　請求項１２４（識別子が既存の制御パケットに含む）の方法。
【請求項１３５】
　請求項１２４（識別子が既存のデータパケットに含む）の方法。
【請求項１３６】
　請求項１２４（無線網状回路網がそれぞれの周波数の割当てに従って手術可能である）
の方法。
【請求項１３７】
　請求項１３６（周波数の割当てが同一である）の方法。
【請求項１３８】
　請求項１３６（周波数の割当てが明瞭である）の方法。
【請求項１３９】
　請求項１３６（周波数の割当てが非妨げている）の方法。
【請求項１４０】
　請求項１３６（周波数の割当てが妨げている）の方法。
【請求項１４１】
　請求項１３６（周波数の割当てのうちの少なくとも１つが８０２．１１本の互換性を持
つチャネルに対応する）の方法。
【請求項１４２】
　請求項１２４（無線網状回路網がそれぞれのルーティング・プロトコルに従って手術可
能である）の方法。
【請求項１４３】
　請求項１４２（ルーティング・プロトコルが同一である）の方法。
【請求項１４４】
　請求項１４２（ルーティング・プロトコルが明瞭である）の方法。
【請求項１４５】
　請求項１２４（各無線網状回路網が異なったそれぞれの媒体アクセス制御レイヤに従っ
て手術可能である）の方法。
【請求項１４６】
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　請求項１２４（各無線網状回路網が異なったそれぞれの媒体アクセス制御レイヤに従っ
て手術可能である）の方法。
【請求項１４７】
　法。請求項１２４（各無線網状回路網が異なったそれぞれの物理レイヤに従って手術可
能である）の方法。
【請求項１４８】
　請求項１２４（各無線網状回路網が同じ物理レイヤに従って手術可能である）の方法。
【請求項１４９】
　請求項１２４（オペレーティングが作動して、無線網状回路網間の連続したパケットに
よるマルチ網状回路網として操作第一および第二の無線網状回路網の第２の行為から更に
成ることの第１の行為である）の方法。
【請求項１５０】
　負荷平衡テクニックに従ってオペレーティングの制御第一および第二の行為から更に成
っている請求項１４９の方法。
【請求項１５１】
　冗長性／フェイルオーバ・テクニックに従ってオペレーティングの制御第一および第二
の行為から更に成っている請求項１４９の方法。
【請求項１５２】
　請求項１４９（オペレーティングの第一および第二の行為がブリッジ―リンク・プロト
コルと連動して手術可能である）の方法。
【請求項１５３】
　請求項１５２（ブリッジ―リンクプロトコルがパケットより先に存在すると共に手術可
能である）の方法。
【請求項１５４】
　方法であって、
　第１の無線メッシュネットワークおよび第２の無線メッシュネットワークを、これらの
無線メッシュネットワーク間でパケットを渡すことにより、マルチメッシュネットワーク
として操作する工程と、
　少なくとも部分的にルートコスト情報に基づく効率的な経路に従ってパケットを転送す
る工程と
　を有し、
　前記操作する工程は、前記第１の無線メッシュネットワークおよび前記第２の無線メッ
シュネットワークにそれぞれ関連付けられた第１のメッシュブリッジノードおよび第２の
メッシュブリッジノードを管理する工程を有し、
　前記パケットを転送する工程は、前記パケットの引き渡し中、少なくとも部分的に前記
ルートコスト情報を累積する工程を有する
　方法。
【請求項１５５】
　請求項１５４記載の方法において、この方法は、さらに、
　各無線メッシュネットワーク内で、冗長なブロードキャストパケット・フラッディング
を排除する工程を有するものである。
【請求項１５６】
　請求項１５５記載の方法において、前記冗長なブロードキャストパケット・フラッディ
ングを排除する工程は前記パケットの少なくとも一部の各々に割り当てられた識別子に部
分的に基づくものであって、各識別子は各々の第１の部分および各々の第２の部分を有し
、前記各々の第１の部分は前記マルチメッシュネットワークへの各パケットの各々のエン
トリポイントを一意に識別し、前記各々の第２の部分は各前記エントリポイントの文脈で
各パケットを一意に識別するものである。
【請求項１５７】
　請求項１５６記載の方法において、前記識別子は、既存の制御パケットに含まれるもの
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である。
【請求項１５８】
　請求項１５６記載の方法において、前記識別子は、既存のデータパケットに含まれるも
のである。
【請求項１５９】
　請求項１５４記載の方法において、この方法は、さらに、
　前記無線メッシュネットワーク間の転送ループを防ぐ工程を有するものである。
【請求項１６０】
　請求項１５９記載の方法において、前記転送ループを防ぐ工程は、前記パケットの少な
くとも一部の各々に割り当てられた識別子に部分的に基づくものであって、各識別子は各
々の第１の部分および各々の第２の部分を有し、前記各々の第１の部分は前記マルチメッ
シュネットワークへの各パケットの各々のエントリポイントを一意に識別し、前記各々の
第２の部分は各前記エントリポイントの文脈で各パケットを一意に識別するものである。
【請求項１６１】
　請求項１６０記載の方法において、前記識別子は、既存の制御パケットに含まれるもの
である。
【請求項１６２】
　請求項１６０記載の方法において、前記識別子は、既存のデータパケットに含まれるも
のである。
【請求項１６３】
　請求項１５４記載の方法において、前記パケットを転送する工程は、ブリッジリンク通
過中、少なくとも部分的に前記ルートコスト情報を累積する工程を有するものである。
【請求項１６４】
　請求項１５４記載の方法において、前記パケットを転送する工程は、無線メッシュネッ
トワークのうち少なくとも１つが通過中、少なくとも部分的に前記ルートコスト情報を累
積する工程を有するものである。
【請求項１６５】
　請求項１５４（ルート・コスト情報が制御パケットより先に存在する際に伝達される）
の方法。
【請求項１６６】
　請求項１５４（ルート・コスト情報がデータパケットより先に存在する際に伝達される
）の方法。
【請求項１６７】
　請求項１５４（オペレーティングが管理少なくとも一つの無線リンクから成る）の方法
。
【請求項１６８】
　請求項１５４（オペレーティングが管理少なくとも一つのワイヤード・リンクから成る
）の方法。
【請求項１６９】
　請求項１５４（無線網状回路網がそれぞれの周波数の割当てに従って手術可能である）
の方法。
【請求項１７０】
　請求項１６９（周波数の割当てが同一である）の方法。
【請求項１７１】
　請求項１６９（周波数の割当てが明瞭である）の方法。
【請求項１７２】
　請求項１６９（周波数の割当てが非妨げている）の方法。
【請求項１７３】
　請求項１６９（周波数の割当てが妨げている）の方法。
【請求項１７４】
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　請求項１６９（周波数の割当てのうちの少なくとも１つが８０２．１１本の互換性を持
つチャネルに対応する）の方法。
【請求項１７５】
　請求項１５４（無線網状回路網がそれぞれのルーティング・プロトコルに従って手術可
能である）の方法。
【請求項１７６】
　請求項１７５（ルーティング・プロトコルが同一である）の方法。
【請求項１７７】
　請求項１７５（ルーティング・プロトコルが明瞭である）の方法。
【請求項１７８】
　請求項１５４（各無線網状回路網が異なったそれぞれの媒体アクセス制御レイヤに従っ
て手術可能である）の方法。
【請求項１７９】
　請求項１５４（各無線網状回路網が同じ媒体アクセス制御レイヤに従って手術可能であ
る）の方法。
【請求項１８０】
　請求項１５４（各無線網状回路網が異なったそれぞれの物理レイヤに従って手術可能で
ある）の方法。
【請求項１８１】
　請求項１５４（各無線網状回路網が同じ物理レイヤに従って手術可能である）の方法。
【請求項１８２】
　請求項１５４（オペレーティングが作動して、無線網状回路網間の連続したパケットに
よるマルチ網状回路網として操作第一および第二の無線網状回路網の第２の行為から更に
成ることの第１の行為である）の方法。
【請求項１８３】
　負荷平衡テクニックに従ってオペレーティングの制御第一および第二の行為から更に成
っている請求項１８２の方法。
【請求項１８４】
　冗長性／フェイルオーバ・テクニックに従ってオペレーティングの制御第一および第二
の行為から更に成っている請求項１８２の方法。
【請求項１８５】
　請求項１８２（オペレーティングの第一および第二の行為がブリッジ―リンク・プロト
コルと連動して手術可能である）の方法。
【請求項１８６】
　請求項１８５（ブリッジ―リンクプロトコルがパケットより先に存在すると共に手術可
能である）の方法。
【請求項１８７】
　一組の命令を有する計算機可読の媒体は、そこにおいて、保存したそれ実行されるとき
に、演算処理装置によって機能を実行する演算処理装置が生じて：
無線網状回路網間の連続したパケットによるマルチ網状回路網としての操作第１および第
２の無線網状回路網；
防止フォワーディングは、無線網状回路網との間に輪になる；
そこにおいて、オペレーティングは、それぞれ第一および第二の無線網状回路網と関連し
た管理第１および第２のメッシュ橋ノードから成る；
そして、転送ループを防止することは、識別子を最も少なくパケットのいくつかでのそれ
ぞれのもの、それぞれの前半部およびそれぞれの第２部分から成る各それぞれの識別子、
マルチ網状回路網にそれぞれのパケットのそれぞれのエントリポイントを独自に識別して
いるそれぞれの前半部およびそれぞれのエントリポイントの前後関係の各それぞれのパケ
ットを独自に識別しているそれぞれの第２部分に割り当てることから成る。
【請求項１８８】
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　請求項１８７の計算機可読の媒体（各それぞれの無線網目状ネットワークの中で冗長な
ブロードキャストパケット大量出血を排除することを更に含む）。
【請求項１８９】
　請求項１８８（冗長なブロードキャストパケット大量出血を排除することが識別子に一
つには基づく）の計算機可読の媒体。
【請求項１９０】
　少なくともルート・コスト情報に一つには基づく効率的な方法に従って転送パケットか
ら更に成っている請求項１８７の計算機可読の媒体。
【請求項１９１】
　請求項１９０（ブリッジの間、少なくともルート・コスト情報を一つには蓄積している
転送パケット構成が横断を連結する）の計算機可読の媒体。
【請求項１９２】
　請求項１９０（ルートを蓄積している転送パケット構成が無線網状回路網のうちの少な
くとも１つの横断の間、少なくとも情報を一つには犠牲にした）の計算機可読の媒体。
【請求項１９３】
　請求項１９０（ルート・コスト情報が制御パケットより先に存在する際に伝達される）
の計算機可読の媒体。
【請求項１９４】
　請求項１９０（ルート・コスト情報がデータパケットより先に存在する際に伝達される
）の計算機可読の媒体。
【請求項１９５】
　請求項１８７（オペレーティングが管理少なくとも一つの無線リンクから成る）の計算
機可読の媒体。
【請求項１９６】
　請求項１８７（オペレーティングが管理少なくとも一つのワイヤード・リンクから成る
）の計算機可読の媒体。
【請求項１９７】
　請求項１８７（識別子が既存の制御パケットに含む）の計算機可読の媒体。
【請求項１９８】
　請求項１８７（識別子が既存のデータパケットに含む）の計算機可読の媒体。
【請求項１９９】
　請求項１８７（無線網状回路網がそれぞれの周波数の割当てに従って手術可能である）
の計算機可読の媒体。
【請求項２００】
　請求項１９９（周波数の割当てが同一である）の計算機可読の媒体。
【請求項２０１】
　請求項１９９（周波数の割当てが明瞭である）の計算機可読の媒体。
【請求項２０２】
　請求項１９９（周波数の割当てが非妨げている）の計算機可読の媒体。
【請求項２０３】
　請求項１９９（周波数の割当てが妨げている）の計算機可読の媒体。
【請求項２０４】
　請求項１９９（周波数の割当てのうちの少なくとも１つが８０２．１１本の互換性を持
つチャネルに対応する）の計算機可読の媒体。
【請求項２０５】
　請求項１８７（無線網状回路網がそれぞれのルーティング・プロトコルに従って手術可
能である）の計算機可読の媒体。
【請求項２０６】
　請求項２０５（ルーティング・プロトコルが同一である）の計算機可読の媒体。
【請求項２０７】
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　請求項２０５（ルーティング・プロトコルが明瞭である）の計算機可読の媒体。
【請求項２０８】
　請求項１８７（各無線網状回路網が異なったそれぞれの媒体アクセス制御レイヤに従っ
て手術可能である）の計算機可読の媒体。
【請求項２０９】
　請求項１８７（各無線網状回路網が同じ媒体アクセス制御レイヤに従って手術可能であ
る）の計算機可読の媒体。
【請求項２１０】
　請求項１８７（各無線網状回路網が異なったそれぞれの物理レイヤに従って手術可能で
ある）の計算機可読の媒体。
【請求項２１１】
　請求項１８７（各無線網状回路網が同じ物理レイヤに従って手術可能である）の計算機
可読の媒体。
【請求項２１２】
　請求項１８７（オペレーティングが作動して、無線網状回路網間の連続したパケットに
よるマルチ網状回路網として操作第一および第二の無線網状回路網の第２の機能から更に
成る第１の機能である）の計算機可読の媒体。
【請求項２１３】
　負荷平衡テクニックに従ってオペレーティングの制御第一および第二の機能から更に成
っている請求項２１２の計算機可読の媒体。
【請求項２１４】
　冗長性／フェイルオーバ・テクニックに従ってオペレーティングの制御第一および第二
の機能から更に成っている請求項２１２の計算機可読の媒体。
【請求項２１５】
　請求項２１２（オペレーティングの第一および第二の機能がブリッジ―リンク・プロト
コルと連動して手術可能である）の計算機可読の媒体。
【請求項２１６】
　請求項２１５（ブリッジ―リンクプロトコルがパケットより先に存在すると共に手術可
能である）の計算機可読の媒体。
【請求項２１７】
　一組の命令を有する計算機可読の媒体は、そこにおいて、保存したそれ実行されるとき
に、演算処理装置によって機能を実行する演算処理装置が生じて：
無線網状回路網の間でパケットを交換することによるマルチ網状回路網としての操作第１
および第２の無線網状回路網；
各それぞれの無線網目状ネットワークの中で冗長なブロードキャストパケット大量出血を
排除すること；
そこにおいて、オペレーティングは、それぞれ第一および第二の無線網状回路網と関連し
た管理第１および第２のメッシュ橋ノードから成る；
そして、除去している冗長なブロードキャストパケット大量出血は、識別子を最も少なく
パケットのいくつかでのそれぞれのもの、それぞれの前半部およびそれぞれの第２部分か
ら成る各それぞれの識別子、マルチ網状回路網にそれぞれのパケットのそれぞれのエント
リポイントを独自に識別しているそれぞれの前半部およびそれぞれのエントリポイントの
前後関係の各それぞれのパケットを独自に識別しているそれぞれの第２部分に割り当てる
ことから成る。
【請求項２１８】
　無線網状回路網との間に防止転送ループから更に成っている請求項２１７の計算機可読
の媒体。
【請求項２１９】
　請求項２１８の計算機可読の媒体、防止フォワーディングが、輪になる識別子に一つに
は基づく。
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【請求項２２０】
　少なくともルート・コスト情報に一つには基づく効率的な方法に従って転送パケットか
ら更に成っている請求項２１７の計算機可読の媒体。
【請求項２２１】
　請求項２２０（ブリッジの間、少なくともルート・コスト情報を一つには蓄積している
転送パケット構成が横断を連結する）の計算機可読の媒体。
【請求項２２２】
　請求項２２０（ルートを蓄積している転送パケット構成が無線網状回路網のうちの少な
くとも１つの横断の間、少なくとも情報を一つには犠牲にした）の計算機可読の媒体。
【請求項２２３】
　請求項２２０（ルート・コスト情報が制御パケットより先に存在する際に伝達される）
の計算機可読の媒体。
【請求項２２４】
　請求項２２０（ルート・コスト情報がデータパケットより先に存在する際に伝達される
）の計算機可読の媒体。
【請求項２２５】
　請求項２１７（オペレーティングが管理少なくとも一つの無線リンクから成る）の計算
機可読の媒体。
【請求項２２６】
　請求項２１７（オペレーティングが管理少なくとも一つのワイヤード・リンクから成る
）の計算機可読の媒体。
【請求項２２７】
　請求項２１７（識別子が既存の制御パケットに含む）の計算機可読の媒体。
【請求項２２８】
　請求項２１７（識別子が既存のデータパケットに含む）の計算機可読の媒体。
【請求項２２９】
　請求項２１７（無線網状回路網がそれぞれの周波数の割当てに従って手術可能である）
の計算機可読の媒体。
【請求項２３０】
　請求項２２９（周波数の割当てが同一である）の計算機可読の媒体。
【請求項２３１】
　請求項２２９（周波数の割当てが明瞭である）の計算機可読の媒体。
【請求項２３２】
　請求項２２９（周波数の割当てが非妨げている）の計算機可読の媒体。
【請求項２３３】
　請求項２２９（周波数の割当てが妨げている）の計算機可読の媒体。
【請求項２３４】
　請求項２２９（周波数の割当てのうちの少なくとも１つが８０２．１１本の互換性を持
つチャネルに対応する）の計算機可読の媒体。
【請求項２３５】
　請求項２１７（無線網状回路網がそれぞれのルーティング・プロトコルに従って手術可
能である）の計算機可読の媒体。
【請求項２３６】
　請求項２３５（ルーティング・プロトコルが同一である）の計算機可読の媒体。
【請求項２３７】
　請求項２３５（ルーティング・プロトコルが明瞭である）の計算機可読の媒体。
【請求項２３８】
　請求項２１７（各無線網状回路網が異なったそれぞれの媒体アクセス制御レイヤに従っ
て手術可能である）の計算機可読の媒体。
【請求項２３９】
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　請求項２１７（各無線網状回路網が同じ媒体アクセス制御レイヤに従って手術可能であ
る）の計算機可読の媒体。
【請求項２４０】
　請求項２１７（各無線網状回路網が異なったそれぞれの物理レイヤに従って手術可能で
ある）の計算機可読の媒体。
【請求項２４１】
　請求項２１７（各無線網状回路網が同じ物理レイヤに従って手術可能である）の計算機
可読の媒体。
【請求項２４２】
　請求項２１７（オペレーティングが作動して、無線網状回路網間の連続したパケットに
よるマルチ網状回路網として操作第一および第二の無線網状回路網の第２の機能から更に
成る第１の機能である）の計算機可読の媒体。
【請求項２４３】
　負荷平衡テクニックに従ってオペレーティングの制御第一および第二の機能から更に成
っている請求項２４２の計算機可読の媒体。
【請求項２４４】
　冗長性／フェイルオーバ・テクニックに従ってオペレーティングの制御第一および第二
の機能から更に成っている請求項２４２の計算機可読の媒体。
【請求項２４５】
　請求項２４２（オペレーティングの第一および第二の機能がブリッジ―リンク・プロト
コルと連動して手術可能である）の計算機可読の媒体。
【請求項２４６】
　請求項２４５（ブリッジ―リンクプロトコルがパケットより先に存在すると共に手術可
能である）の計算機可読の媒体。
【請求項２４７】
　一組の命令を有する計算機可読の媒体は、そこにおいて、保存したそれ実行されるとき
に、演算処理装置によって機能を実行する演算処理装置が生じて：
無線網状回路網間でパケットを受け渡すことによるマルチ網状回路網としての操作第１お
よび第２の無線網状回路網；
少なくともルート・コスト情報に一つには基づく効率的な方法に従う転送パケット；
そこにおいて、オペレーティングは、それぞれ第一および第二の無線網状回路網と関連し
た管理第１および第２のメッシュ橋ノードから成る；
そして通過の間、少なくともルート・コスト情報を一つには蓄積している転送パケット構
成。
【請求項２４８】
　請求項２４７の計算機可読の媒体（各それぞれの無線網目状ネットワークの中で冗長な
ブロードキャストパケット大量出血を排除することを更に含む）。
【請求項２４９】
　請求項２４８（除去している冗長なブロードキャストパケット大量出血が最も少なくパ
ケットのいくつかでのそれぞれのものに割り当てられる識別子、それぞれの前半部および
それぞれの第２部分から成っている各それぞれの識別子、マルチ網状回路網にそれぞれの
パケットのそれぞれのエントリポイントを独自に識別しているそれぞれの前半部およびそ
れぞれのエントリポイントの前後関係の各それぞれのパケットを独自に識別しているそれ
ぞれの第２部分に一つには基づく）の計算機可読の媒体。
【請求項２５０】
　請求項２４９（識別子が既存の制御パケットに含む）の計算機可読の媒体。
【請求項２５１】
　請求項２４９（識別子が既存のデータパケットに含む）の計算機可読の媒体。
【請求項２５２】
　無線網状回路網との間に防止転送ループから更に成っている請求項２４７の計算機可読
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の媒体。
【請求項２５３】
　請求項２５２の計算機可読の媒体、防止フォワーディングが、輪になる最も少なくパケ
ットのいくつかでのそれぞれのもの、それぞれの前半部およびそれぞれの第２部分から成
る各それぞれの識別子、マルチ網状回路網にそれぞれのパケットのそれぞれのエントリポ
イントを独自に識別しているそれぞれの前半部およびそれぞれのエントリポイントの前後
関係の各それぞれのパケットを独自に識別しているそれぞれの第２部分に割り当てられる
識別子に、一つには基づく。
【請求項２５４】
　請求項２５３（識別子が既存の制御パケットに含む）の計算機可読の媒体。
【請求項２５５】
　請求項２５３（識別子が既存のデータパケットに含む）の計算機可読の媒体。
【請求項２５６】
　請求項２４７（ブリッジの間、少なくともルート・コスト情報を一つには蓄積している
転送パケット構成が横断を連結する）の計算機可読の媒体。
【請求項２５７】
　請求項２４７（ルートを蓄積している転送パケット構成が無線網状回路網のうちの少な
くとも１つの横断の間、少なくとも情報を一つには犠牲にした）の計算機可読の媒体。
【請求項２５８】
　請求項２４７（ルート・コスト情報が制御パケットより先に存在する際に伝達される）
の計算機可読の媒体。
【請求項２５９】
　請求項２４７（ルート・コスト情報がデータパケットより先に存在する際に伝達される
）の計算機可読の媒体。
【請求項２６０】
　請求項２４７（オペレーティングが管理少なくとも一つの無線リンクから成る）の計算
機可読の媒体。
【請求項２６１】
　請求項２４７（オペレーティングが管理少なくとも一つのワイヤード・リンクから成る
）の計算機可読の媒体。
【請求項２６２】
　請求項２４７（無線網状回路網がそれぞれの周波数の割当てに従って手術可能である）
の計算機可読の媒体。
【請求項２６３】
　請求項２６２（周波数の割当てが同一である）の計算機可読の媒体。
【請求項２６４】
　請求項２６２（周波数の割当てが明瞭である）の計算機可読の媒体。
【請求項２６５】
　請求項２６２（周波数の割当てが非妨げている）の計算機可読の媒体。
【請求項２６６】
　請求項２６２（周波数の割当てが妨げている）の計算機可読の媒体。
【請求項２６７】
　請求項２６２（周波数の割当てのうちの少なくとも１つが８０２．１１本の互換性を持
つチャネルに対応する）の計算機可読の媒体。
【請求項２６８】
　請求項２４７（無線網状回路網がそれぞれのルーティング・プロトコルに従って手術可
能である）の計算機可読の媒体。
【請求項２６９】
　請求項２６８（ルーティング・プロトコルが同一である）の計算機可読の媒体。
【請求項２７０】
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　請求項２６８（ルーティング・プロトコルが明瞭である）の計算機可読の媒体。
【請求項２７１】
　請求項２４７（各無線網状回路網が異なったそれぞれの媒体アクセス制御レイヤに従っ
て手術可能である）の計算機可読の媒体。
【請求項２７２】
　請求項２４７（各無線網状回路網が同じ媒体アクセス制御レイヤに従って手術可能であ
る）の計算機可読の媒体。
【請求項２７３】
　請求項２４７（各無線網状回路網が異なったそれぞれの物理レイヤに従って手術可能で
ある）の計算機可読の媒体。
【請求項２７４】
　請求項２４７（各無線網状回路網が同じ物理レイヤに従って手術可能である）の計算機
可読の媒体。
【請求項２７５】
　請求項２４７（オペレーティングが作動して、無線網状回路網間の連続したパケットに
よるマルチ網状回路網として操作第一および第二の無線網状回路網の第２の機能から更に
成る第１の機能である）の計算機可読の媒体。
【請求項２７６】
　負荷平衡テクニックに従ってオペレーティングの制御第一および第二の機能から更に成
っている請求項２７５の計算機可読の媒体。
【請求項２７７】
　冗長性／フェイルオーバ・テクニックに従ってオペレーティングの制御第一および第二
の機能から更に成っている請求項２７５の計算機可読の媒体。
【請求項２７８】
　請求項２７５（オペレーティングの第一および第二の機能がブリッジ―リンク・プロト
コルと連動して手術可能である）の計算機可読の媒体。
【請求項２７９】
　請求項２７８（ブリッジ―リンクプロトコルがパケットより先に存在すると共に手術可
能である）の計算機可読の媒体。
【請求項２８０】
　システムは、以下から成る：
複数の無線網状回路網；
無線網状回路網の各々が橋関連のうちの少なくとも１つに連結するように、複数の橋はそ
れぞれのメッシュ橋ノードを介して無線網状回路網の結合それぞれの対を連結する；
そこにおいて、橋関連は、無線網状回路網との間にパケットのコミュニケーションを可能
にする；
そして、無線網状回路網間の転送ループは、一つには識別子を最も少なくパケットのいく
つかでのそれぞれのもの、それぞれの前半部およびそれぞれの第２部分から成る各それぞ
れの識別子、無線網状回路網のうちの１つにそれぞれのパケットのそれぞれのエントリポ
イントを独自に識別しているそれぞれの前半部およびそれぞれのエントリポイントの前後
関係の各それぞれのパケットを独自に識別しているそれぞれの第２部分に割り当てること
を経て防止される。
【請求項２８１】
　請求項２８０（冗長なブロードキャストパケット大量出血が各それぞれの無線網目状ネ
ットワークの中で排除される）のシステム。
【請求項２８２】
　請求項２８１（冗長なブロードキャストパケット大量出血を排除することが識別子に一
つには基づく）のシステム。
【請求項２８３】
　請求項２８０（少なくともパケットのいくつかが少なくともルート・コスト情報に一つ
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には基づく効率的な方法に従って進められる）のシステム。
【請求項２８４】
　請求項２８３（フォワーディングがブリッジ―関連のうちの１つの横断の間、少なくと
もルート・コスト情報を一つには蓄積することに一つには基づく）のシステム。
【請求項２８５】
　請求項２８３（フォワーディングが無線網状回路網のうちの少なくとも１つの横断の間
、少なくともルート・コスト情報を一つには蓄積することに一つには基づく）のシステム
。
【請求項２８６】
　請求項２８３（ルート・コスト情報が制御パケットより先に存在する際に伝達される）
のシステム。
【請求項２８７】
　請求項２８３（ルート・コスト情報がデータパケットより先に存在する際に伝達される
）のシステム。
【請求項２８８】
　請求項２８０（ブリッジ―関連のうちの少なくとも１つが少なくとも一つの無線リンク
から成る）のシステム。
【請求項２８９】
　請求項２８０（ブリッジ―関連のうちの少なくとも１つが少なくとも一つのワイヤード
関連から成る）のシステム。
【請求項２９０】
　請求項２８０（識別子が既存の制御パケットに含む）のシステム。
【請求項２９１】
　請求項２８０（識別子が既存のデータパケットに含む）のシステム。
【請求項２９２】
　請求項２８０（無線網状回路網がそれぞれの周波数の割当てに従って手術可能である）
のシステム。
【請求項２９３】
　請求項２９２（周波数の割当てが同一である）のシステム。
【請求項２９４】
　請求項２９２（周波数の割当てが明瞭である）のシステム。
【請求項２９５】
　請求項２９２（周波数の割当てが非妨げている）のシステム。
【請求項２９６】
　請求項２９２（周波数の割当てが妨げている）のシステム。
【請求項２９７】
　請求項２９２（周波数の割当てのうちの少なくとも１つが８０２．１１本の互換性を持
つチャネルに対応する）のシステム。
【請求項２９８】
　請求項２８０（無線網状回路網がそれぞれのルーティング・プロトコルに従って手術可
能である）のシステム。
【請求項２９９】
　請求項２９８（ルーティング・プロトコルが同一である）のシステム。
【請求項３００】
　請求項２９８（ルーティング・プロトコルが明瞭である）のシステム。
【請求項３０１】
　請求項２８０（各無線網状回路網が異なったそれぞれの媒体アクセス制御レイヤに従っ
て手術可能である）のシステム。
【請求項３０２】
　請求項２８０（各無線網状回路網が同じ媒体アクセス制御レイヤに従って手術可能であ
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る）のシステム。
【請求項３０３】
　請求項２８０（各無線網状回路網が異なったそれぞれの物理レイヤに従って手術可能で
ある）のシステム。
【請求項３０４】
　請求項２８０（各無線網状回路網が同じ物理レイヤに従って手術可能である）のシステ
ム。
【請求項３０５】
　請求項２８０（ブリッジ―関連のうちの少なくとも２つが負荷平衡テクニックに従って
手術可能である）のシステム。
【請求項３０６】
　請求項２８０（ブリッジ―関連のうちの少なくとも２つが冗長性／フェイルオーバ・テ
クニックに従って手術可能である）のシステム。
【請求項３０７】
　請求項２８０（ブリッジ―関連のうちの少なくとも２つがブリッジ―リンク・プロトコ
ルと連動して手術可能である）のシステム。
【請求項３０８】
　請求項３０７（ブリッジ―リンクプロトコルがパケットより先に存在すると共に手術可
能である）のシステム。
【請求項３０９】
　システムは、以下から成る：
複数の無線網状回路網；
無線網状回路網の各々が橋関連のうちの少なくとも１つに連結するように、複数の橋はそ
れぞれのメッシュ橋ノードを介して無線網状回路網の結合それぞれの対を連結する；
そこにおいて、橋関連は、パケットの無線網状回路網の間での交換を可能にする；
そして、冗長な放送大量出血は、一つには識別子を最も少なくパケットのいくつかでのそ
れぞれのもの、それぞれの前半部およびそれぞれの第２部分から成る各それぞれの識別子
、無線網状回路網のうちの１つにそれぞれのパケットのそれぞれのエントリポイントを独
自に識別しているそれぞれの前半部およびそれぞれのエントリポイントの前後関係の各そ
れぞれのパケットを独自に識別しているそれぞれの第２部分に割り当てることを経て、各
無線網目状ネットワークの中で排除される。
【請求項３１０】
　請求項３０９（無線網状回路網間の転送ループが防止される）のシステム。
【請求項３１１】
　請求項３１０（転送ループを防止することが識別子に一つには基づく）のシステム。
【請求項３１２】
　請求項３０９（少なくともパケットのいくつかが少なくともルート・コスト情報に一つ
には基づく効率的な方法に従って進められる）のシステム。
【請求項３１３】
　請求項３１２（フォワーディングがブリッジ―関連のうちの１つの横断の間、少なくと
もルート・コスト情報を一つには蓄積することに一つには基づく）のシステム。
【請求項３１４】
　請求項３１２（フォワーディングが無線網状回路網のうちの少なくとも１つの横断の間
、少なくともルート・コスト情報を一つには蓄積することに一つには基づく）のシステム
。
【請求項３１５】
　請求項３１２（ルート・コスト情報が制御パケットより先に存在する際に伝達される）
のシステム。
【請求項３１６】
　請求項３１２（ルート・コスト情報がデータパケットより先に存在する際に伝達される
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）のシステム。
【請求項３１７】
　請求項３０９（ブリッジ―関連のうちの少なくとも１つが少なくとも一つの無線リンク
から成る）のシステム。
【請求項３１８】
　請求項３０９（ブリッジ―関連のうちの少なくとも１つが少なくとも一つのワイヤード
関連から成る）のシステム。
【請求項３１９】
　請求項３０９（識別子が既存の制御パケットに含む）のシステム。
【請求項３２０】
　請求項３０９（識別子が既存のデータパケットに含む）のシステム。
【請求項３２１】
　請求項３０９（無線網状回路網がそれぞれの周波数の割当てに従って手術可能である）
のシステム。
【請求項３２２】
　請求項３２１（周波数の割当てが同一である）のシステム。
【請求項３２３】
　請求項３２１（周波数の割当てが明瞭である）のシステム。
【請求項３２４】
　請求項３２１（周波数の割当てが非妨げている）のシステム。
【請求項３２５】
　請求項３２１（周波数の割当てが妨げている）のシステム。
【請求項３２６】
　請求項３２１（周波数の割当てのうちの少なくとも１つが８０２．１１本の互換性を持
つチャネルに対応する）のシステム。
【請求項３２７】
　請求項３０９（無線網状回路網がそれぞれのルーティング・プロトコルに従って手術可
能である）のシステム。
【請求項３２８】
　請求項３２７（ルーティング・プロトコルが同一である）のシステム。
【請求項３２９】
　請求項３２７（ルーティング・プロトコルが明瞭である）のシステム。
【請求項３３０】
　請求項３０９（各無線網状回路網が異なったそれぞれの媒体アクセス制御レイヤに従っ
て手術可能である）のシステム。
【請求項３３１】
　請求項３０９（各無線網状回路網が同じ媒体アクセス制御レイヤに従って手術可能であ
る）のシステム。
【請求項３３２】
　請求項３０９（各無線網状回路網が異なったそれぞれの物理レイヤに従って手術可能で
ある）のシステム。
【請求項３３３】
　請求項３０９（各無線網状回路網が同じ物理レイヤに従って手術可能である）のシステ
ム。
【請求項３３４】
　請求項３０９（ブリッジ―関連のうちの少なくとも２つが負荷平衡テクニックに従って
手術可能である）のシステム。
【請求項３３５】
　請求項３０９（ブリッジ―関連のうちの少なくとも２つが冗長性／フェイルオーバ・テ
クニックに従って手術可能である）のシステム。
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【請求項３３６】
　請求項３０９（ブリッジ―関連のうちの少なくとも２つがブリッジ―リンク・プロトコ
ルと連動して手術可能である）のシステム。
【請求項３３７】
　請求項３３６（ブリッジ―リンクプロトコルがパケットより先に存在すると共に手術可
能である）のシステム。
【請求項３３８】
　システムであって、
　複数の無線メッシュネットワークと、
　複数のブリッジリンクであって、各前記無線メッシュネットワークが当該ブリッジリン
クのうち少なくとも１つに結合されるよう、前記無線メッシュネットワークの各ペアを各
々のメッシュブリッジノード経由で結合する、前記複数のブリッジリンクと
　を有し、
　前記ブリッジリンクは、前記無線メッシュネットワーク間でパケットの引き渡しを可能
にし、
　前記パケットの少なくとも一部は、前記パケットの引き渡し中、少なくとも部分的に累
積されるルートコスト情報に少なくとも部分的に基づく効率的な経路に従って転送される
　システム。
【請求項３３９】
　請求項３３８記載のシステムにおいて、各前記無線メッシュネットワーク内で、冗長な
ブロードキャストパケット・フラッディングは、排除されるものである。
【請求項３４０】
　請求項３３９記載のシステムにおいて、前記冗長なブロードキャストパケットフラッデ
ィングの排除は、前記パケットの少なくとも一部の各々に割り当てられた識別子に部分的
に基づくものであって、各識別子は各々の第１の部分および各々の第２の部分を有し、前
記各々の第１の部分は前記無線メッシュネットワークへの各パケットの各々のエントリポ
イントを一意に識別し、前記各々の第２の部分は各前記エントリポイントの文脈で各パケ
ットを一意に識別するものである。
【請求項３４１】
　請求項３４０記載のシステムにおいて、前記識別子は、既存の制御パケットに含まれる
ものである。
【請求項３４２】
　請求項３４０記載のシステムにおいて、前記識別子は、既存のデータパケットに含まれ
るものである。
【請求項３４３】
　請求項３３８記載のシステムにおいて、前記無線メッシュネットワーク間の転送ループ
は防止されるものである。
【請求項３４４】
　請求項３４３記載のシステムにおいて、前記無線メッシュネットワーク間の転送ループ
の防止は前記パケットの少なくとも一部の各々に割り当てられた識別子に部分的に基づく
ものであって、各識別子は各々の第１の部分および各々の第２の部分を有し、前記各々の
第１の部分は前記無線メッシュネットワークへの各パケットの各々のエントリポイントを
一意に識別し、前記各々の第２の部分は各前記エントリポイントの文脈で各パケットを一
意に識別するものである。
【請求項３４５】
　請求項３４４記載のシステムにおいて、前記識別子は、既存の制御パケットに含まれる
ものである。
【請求項３４６】
　請求項３４４記載のシステムにおいて、前記識別子は、既存のデータパケットに含まれ
るものである。
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【請求項３４７】
　請求項３３８記載のシステムにおいて、前記転送は、前記ブリッジリンクの１つの通過
中、少なくとも部分的に前記ルートコスト情報を累積することに部分的に基づくものであ
る。
【請求項３４８】
　請求項３３８記載のシステムにおいて、前記転送は、前記無線メッシュネットワークの
うち少なくとも１つの通過中、少なくとも部分的に前記ルートコスト情報を累積すること
に部分的に基づくものである。
【請求項３４９】
　請求項３３８記載のシステムにおいて、前記ルートコスト情報は、既存の制御パケット
で通信されるものである。
【請求項３５０】
　請求項３３８（ルート・コスト情報がデータパケットより先に存在する際に伝達される
）のシステム。
【請求項３５１】
　請求項３３８（ブリッジ―関連のうちの少なくとも１つが少なくとも一つの無線リンク
から成る）のシステム。
【請求項３５２】
　請求項３３８（ブリッジ―関連のうちの少なくとも１つが少なくとも一つのワイヤード
関連から成る）のシステム。
【請求項３５３】
　請求項３３８（無線網状回路網がそれぞれの周波数の割当てに従って手術可能である）
のシステム。
【請求項３５４】
　請求項３５３（周波数の割当てが同一である）のシステム。
【請求項３５５】
　請求項３５３（周波数の割当てが明瞭である）のシステム。
【請求項３５６】
　請求項３５３（周波数の割当てが非妨げている）のシステム。
【請求項３５７】
　請求項３５３（周波数の割当てが妨げている）のシステム。
【請求項３５８】
　請求項３５３（周波数の割当てのうちの少なくとも１つが８０２．１１本の互換性を持
つチャネルに対応する）のシステム。
【請求項３５９】
　請求項３３８（無線網状回路網がそれぞれのルーティング・プロトコルに従って手術可
能である）のシステム。
【請求項３６０】
　請求項３５９（ルーティング・プロトコルが同一である）のシステム。
【請求項３６１】
　請求項３５９（ルーティング・プロトコルが明瞭である）のシステム。
【請求項３６２】
　請求項３３８（各無線網状回路網が異なったそれぞれの媒体アクセス制御レイヤに従っ
て手術可能である）のシステム。
【請求項３６３】
　請求項３３８（各無線網状回路網が同じ媒体アクセス制御レイヤに従って手術可能であ
る）のシステム。
【請求項３６４】
　請求項３３８（各無線網状回路網が異なったそれぞれの物理レイヤに従って手術可能で
ある）のシステム。
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【請求項３６５】
　請求項３３８（各無線網状回路網が同じ物理レイヤに従って手術可能である）のシステ
ム。
【請求項３６６】
　請求項３３８（ブリッジ―関連のうちの少なくとも２つが負荷平衡テクニックに従って
手術可能である）のシステム。
【請求項３６７】
　請求項３３８（ブリッジ―関連のうちの少なくとも２つが冗長性／フェイルオーバ・テ
クニックに従って手術可能である）のシステム。
【請求項３６８】
　請求項３３８（ブリッジ―関連のうちの少なくとも２つがブリッジ―リンク・プロトコ
ルと連動して手術可能である）のシステム。
【請求項３６９】
　請求項３３８（ブリッジ―リンクプロトコルがパケットより先に存在すると共に手術可
能である）のシステム。
【請求項３７０】
　システムは、以下から成る：
第１の周波数の割当てで、そして、第１の内部ルーティング・プロトコルに従って第１の
無線網状回路網を作動するための手段；
第２の周波数の割当てで、そして、第２の内部ルーティング・プロトコルに従って第２の
無線網状回路網を作動するための手段；
無線網状回路網との間に転送パケットによってマルチ網状回路網を形成するための手段；
防止フォワーディングのための手段は、無線網状回路網との間にループする；
各それぞれの無線網目状ネットワークの中で冗長なブロードキャストパケット大量出血を
排除するための手段；
そこにおいて、マルチ網状回路網を形成するための手段は、それぞれの第１および第２の
メッシュ橋ノードを介して、第一および第二の無線網状回路網に入出力を行われる；
転送の中で防止するための手段がどこでループするかは、識別子を最も少なくパケットの
いくつかでのそれぞれのもの、それぞれの前半部およびそれぞれの第２部分から成る各そ
れぞれの識別子、マルチ網状回路網にそれぞれのパケットのそれぞれのエントリポイント
を独自に識別しているそれぞれの前半部に割り当てるための手段を有し、それぞれのエン
トリポイントの前後関係の各それぞれのパケットを独自に識別しているそれぞれの第２部
分を備えている。
そして、冗長なブロードキャストパケット大量出血の中で除去するための手段は、識別子
に一つには基づく。
【請求項３７１】
　請求項３７０（各無線網状回路網が異なったそれぞれの媒体アクセス制御レイヤに従っ
て手術可能である）のシステム。
【請求項３７２】
　請求項３７０（各無線網状回路網が同じ媒体アクセス制御レイヤに従って手術可能であ
る）のシステム。
【請求項３７３】
　請求項３７０（各無線網状回路網が異なったそれぞれの物理レイヤに従って手術可能で
ある）のシステム。
【請求項３７４】
　請求項３７０（各無線網状回路網が同じ物理レイヤに従って手術可能である）のシステ
ム。
【請求項３７５】
　請求項３７０（各それぞれのエントリポイントが入場権メッシュ・ノードである）のシ
ステム。
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【請求項３７６】
　最高のパスに従ってユニキャスト・パケットを進めるための手段から更に成っている請
求項３７０のシステム。
【請求項３７７】
　請求項３７６（最高のパスが蓄積されたパス・コスト情報から学ばれるパスに従って決
定される）のシステム。
【請求項３７８】
　請求項３７７（蓄積されたパス・コスト情報がパケットが横断した各メッシュによるパ
ケットを進めるためのコストである）のシステム。
【請求項３７９】
　請求項３７７（最高のパスの決定がパケットを進めることに応答して部分的に少なくと
もある）のシステム。
【請求項３８０】
　請求項３７７（パケットがマルチ網状回路網を通過するにつれて、蓄積されたパス・コ
スト情報が集められる）のシステム。
【請求項３８１】
　請求項３７７（蓄積されたパス・コスト情報が制御パケットより先に存在する際に蓄積
される）のシステム。
【請求項３８２】
　請求項３７７（蓄積されたパス・コスト情報がデータパケットより先に存在する際に蓄
積される）のシステム。
【請求項３８３】
　請求項３７０（マルチ網状回路網を形成するための手段が無線リンクを含む）のシステ
ム。
【請求項３８４】
　請求項３７０（マルチ網状回路網を形成するための手段が複数の無線リンクを含む）の
システム。
【請求項３８５】
　請求項３７０（マルチ網状回路網を形成するための手段がワイヤード関連を含む）のシ
ステム。
【請求項３８６】
　請求項３７０（マルチ網状回路網を形成するための手段が複数のワイヤード関連を含む
）のシステム。
【請求項３８７】
　請求項３７０（識別子が既存の制御パケットに含む）のシステム。
【請求項３８８】
　請求項３７０（識別子が既存のデータパケットに含む）のシステム。
【請求項３８９】
　請求項３７０のシステムは、更に以下から成る：
１／３周波数の割当てで、そして、１／３内部ルーティング・プロトコルに従って１／３
無線網状回路網を作動するための手段；
そして、第１および第三段無線網状回路網を連結するための手段（第１および第三段無線
網状回路網との間に転送パケットによってマルチ網状回路網を延長する）。
【請求項３９０】
　結合第一および第二の無線網状回路網のための手段から更に成っている請求項３８９の
システム（第一および第二の無線網状回路網との間に転送パケットによってマルチ網状回
路網を延長する）。
【請求項３９１】
　請求項３８９（周波数の割当てのうちの少なくとも２つが同一である）のシステム。
【請求項３９２】
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　請求項３８９（周波数の割当てのうちの少なくとも２つが部分的に妨げる）のシステム
。
【請求項３９３】
　請求項３８９（周波数の割当てのうちの少なくとも２つが非妨げている）のシステム。
【請求項３９４】
　請求項３８９（周波数の割当てのうちの少なくとも２つが明瞭である）のシステム。
【請求項３９５】
　請求項３８９（周波数の割当ての全てが非妨げている）のシステム。
【請求項３９６】
　請求項３８９（周波数の割当ての全てが明瞭である）のシステム。
【請求項３９７】
　請求項３８９（周波数の割当ての各々が８０２．１１本の互換性を持つチャネルに対応
する）のシステム。
【請求項３９８】
　請求項３８９（内部ルーティング・プロトコルのうちの少なくとも２つが同一である）
のシステム。
【請求項３９９】
　請求項３９８（２つの同一の内部ルーティング・プロトコルが同一のルーティング・オ
プションに従って手術可能である）のシステム。
【請求項４００】
　請求項３９８（２つの同一の内部ルーティング・プロトコルが異なったルーティング・
オプションに従って手術可能である）のシステム。
【請求項４０１】
　請求項３９８（２つの同一の内部ルーティング・プロトコルが同一のルーティング・パ
ラメータに従って手術可能である）のシステム。
【請求項４０２】
　請求項３９８（２つの同一の内部ルーティング・プロトコルが異なったルーティング・
パラメータに従って手術可能である）のシステム。
【請求項４０３】
　請求項３８９（内部ルーティング・プロトコルのうちの少なくとも２つが明瞭である）
のシステム。
【請求項４０４】
　請求項３８９（内部ルーティング・プロトコルの全てが明瞭である）のシステム。
【請求項４０５】
　請求項３８９（内部ルーティング・プロトコルの全てが同一である）のシステム。
【請求項４０６】
　請求項３８９のシステムは、更に以下から成る：
パケットがマルチ網状回路網を形成するための手段を通過するにつれて、パス・コスト情
報を蓄積するための手段；
そして、パケットのフォワーディングは、コストの削減パスを決定するために部分的に蓄
積されたパス・コスト情報を調べることから成る。
【請求項４０７】
　請求項４０６（蓄積されたパス・コスト情報が既存の制御パケットに含む）のシステム
。
【請求項４０８】
　請求項４０６（蓄積されたパス・コスト情報が既存のデータパケットに含む）のシステ
ム。
【請求項４０９】
　請求項４０６（コストの削減パスの決定が全マルチ網状回路網の前後関係においてある
）のシステム。
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【請求項４１０】
　請求項４０６（コストの削減パスの決定が全マルチ網状回路網のいかなる部分の前後関
係においてもある）のシステム。
【請求項４１１】
　請求項３７０のシステムは、更に以下から成る：
結合第一および第二の無線網状回路網のための手段（第一および第二の無線網状回路網と
の間に転送パケットによってマルチ網状回路網を延長する）；
そして、結合第一および第二の無線網状回路網のための手段はそれぞれの第三段を介して
第一および第二の無線網状回路網に入出力を行われる、そして、第４は橋ノードをかみ合
わせる。
【請求項４１２】
　請求項４１１（マルチ網状回路網を形成するための手段および結合第一および第二の無
線網状回路網のための手段が負荷平衡テクニックに従って手術可能である）のシステム。
【請求項４１３】
　請求項４１１（マルチ網状回路網を形成するための手段および結合第一および第二の無
線網状回路網のための手段が冗長性／フェイルオーバ・テクニックに従って手術可能であ
る）のシステム。
【請求項４１４】
　請求項３７０（マルチ網状回路網を形成するための手段が橋リンク・プロトコルと連動
して手術可能である）のシステム。
【請求項４１５】
　請求項４１４（橋リンクプロトコル用に捧げられるパケットがない）のシステム。
【請求項４１６】
　方法は、以下を含む：
第１の周波数の割当てで、そして、第１の内部ルーティング・プロトコルに従って第１の
無線網状回路網を作動すること；
第２の周波数の割当てで、そして、第２の内部ルーティング・プロトコルに従って第２の
無線網状回路網を作動すること；
無線メッシュがネットワーク化する橋リンク連結器を介して、無線網状回路網との間に転
送パケットによってマルチ網状回路網を形成する；
防止フォワーディングは、無線網状回路網との間に輪になる；
各それぞれの無線網目状ネットワークの中で冗長なブロードキャストパケット大量出血を
排除すること；
そこにおいて、橋リンク連結器は、それぞれの第１および第２のメッシュ橋ノードを介し
て、第一および第二の無線網状回路網に入出力を行われる；
転送を防止することがどこで輪になるかは、それぞれの識別子を最も少なくパケットのい
くつかでのそれぞれのもの、それぞれの前半部およびそれぞれの第２部分から成る各それ
ぞれの識別子、マルチ網状回路網にそれぞれのパケットのそれぞれのエントリポイントを
独自に識別しているそれぞれの前半部に割り当てることを有し、それぞれのエントリポイ
ントの前後関係の各それぞれのパケットを独自に識別しているそれぞれの第２部分を備え
ている。
そして、冗長なブロードキャストパケット大量出血を排除することは、識別子に一つには
基づく。
【請求項４１７】
　請求項４１６（各無線網状回路網が異なったそれぞれの媒体アクセス制御レイヤに従っ
て手術可能である）の方法。
【請求項４１８】
　請求項４１６（各無線網状回路網が同じ媒体アクセス制御レイヤに従って手術可能であ
る）の方法。
【請求項４１９】
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　請求項４１６（各無線網状回路網が異なったそれぞれの物理レイヤに従って手術可能で
ある）の方法。
【請求項４２０】
　請求項４１６（各無線網状回路網が同じ物理レイヤに従って手術可能である）の方法。
【請求項４２１】
　請求項４１６（各それぞれのエントリポイントが入場権メッシュ・ノードである）の方
法。
【請求項４２２】
　請求項４１６の方法（最高のパスに従ってユニキャスト・パケットを進めることを更に
含む）。
【請求項４２３】
　請求項４２２（最高のパスが蓄積されたパス・コスト情報から学ばれるパスに従って決
定される）の方法。
【請求項４２４】
　請求項４２３（蓄積されたパス・コスト情報がパケットが横断した各メッシュによるパ
ケットを進めるためのコストである）の方法。
【請求項４２５】
　請求項４２３（最高のパスを決定することがパケットを進めることに応答して部分的に
少なくともある）の方法。
【請求項４２６】
　請求項４２３（パケットがマルチ網状回路網を通過するにつれて、蓄積されたパス・コ
スト情報が集められる）の方法。
【請求項４２７】
　請求項４２３（蓄積されたパス・コスト情報が制御パケットより先に存在する際に蓄積
される）の方法。
【請求項４２８】
　請求項４２３（蓄積されたパス・コスト情報がデータパケットより先に存在する際に蓄
積される）の方法。
【請求項４２９】
　請求項４１６（橋関連が無線リンクから成る）の方法。
【請求項４３０】
　請求項４１６（橋関連が複数の無線リンクから成る）の方法。
【請求項４３１】
　請求項４１６（橋関連がワイヤード関連から成る）の方法。
【請求項４３２】
　請求項４１６（橋関連が複数のワイヤード関連から成る）の方法。
【請求項４３３】
　請求項４１６（識別子が既存の制御パケットに含む）の方法。
【請求項４３４】
　請求項４１６（識別子が既存のデータパケットに含む）の方法。
【請求項４３５】
　そこにおいて、請求項４１６の方法：
橋関連は、第１の橋関連である；
そして、方法は、１／３周波数の割当てで、そして、１／３内部ルーティング・プロトコ
ルに従って１／３無線網状回路網を作動することを更に含む；
そして、第２の橋リンク連結器を介して、第１および第三段無線はネットワークをかみ合
わせる。そして、第１および第三段無線網状回路網との間に転送パケットによってマルチ
網状回路網を延長する。
【請求項４３６】
　第一および第二の無線網状回路網との間に転送パケットによってマルチ網状回路網を延
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長している請求項４３５（よりはるかに１／３橋リンク連結器を介して第一および第二の
無線網状回路網から成る）の方法。
【請求項４３７】
　請求項４３５（周波数の割当てのうちの少なくとも２つが同一である）の方法。
【請求項４３８】
　請求項４３５（周波数の割当てのうちの少なくとも２つが部分的に妨げる）の方法。
【請求項４３９】
　請求項４３５（周波数の割当てのうちの少なくとも２つが非妨げている）の方法。
【請求項４４０】
　請求項４３５（周波数の割当てのうちの少なくとも２つが明瞭である）の方法。
【請求項４４１】
　請求項４３５（周波数の割当ての全てが非妨げている）の方法。
【請求項４４２】
　請求項４３５（周波数の割当ての全てが明瞭である）の方法。
【請求項４４３】
　請求項４３５（周波数の割当ての各々が８０２．１１本の互換性を持つチャネルに対応
する）の方法。
【請求項４４４】
　請求項４３５（内部ルーティング・プロトコルのうちの少なくとも２つが同一である）
の方法。
【請求項４４５】
　請求項４４４（２つの同一の内部ルーティング・プロトコルが同一のルーティング・オ
プションに従って作動している）の方法。
【請求項４４６】
　請求項４４４（２つの同一の内部ルーティング・プロトコルが異なったルーティング・
オプションに従って作動している）の方法。
【請求項４４７】
　請求項４４４（２つの同一の内部ルーティング・プロトコルが同一のルーティング・パ
ラメータに従って作動している）の方法。
【請求項４４８】
　請求項４４４（２つの同一の内部ルーティング・プロトコルが異なったルーティング・
パラメータに従って作動している）の方法。
【請求項４４９】
　請求項４３５（内部ルーティング・プロトコルのうちの少なくとも２つが明瞭である）
の方法。
【請求項４５０】
　請求項４３５（内部ルーティング・プロトコルの全てが明瞭である）の方法。
【請求項４５１】
　請求項４３５（内部ルーティング・プロトコルの全てが同一である）の方法。
【請求項４５２】
　請求項４３５の方法は、さらに以下を含む：
橋が連結するパケット輸送としてパス・コスト情報を蓄積すること；
そして、パケットのフォワーディングは、コストの削減パスを決定するために部分的に蓄
積されたパス・コスト情報を調べることから成る。
【請求項４５３】
　請求項４５２（蓄積されたパス・コスト情報が既存の制御パケットに含む）の方法。
【請求項４５４】
　請求項４５２（蓄積されたパス・コスト情報が既存のデータパケットに含む）の方法。
【請求項４５５】
　請求項４５２（コストの削減パスの決定が全マルチ網状回路網の前後関係においてある
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）の方法。
【請求項４５６】
　請求項４５２（コストの削減パスの決定が全マルチ網状回路網のいかなる部分の前後関
係においてもある）の方法。
【請求項４５７】
　そこにおいて、請求項４１６の方法：
橋関連は、第１の橋関連である；
そして、方法は第２の橋リンク連結器を介して第一および第二の無線網状回路網から更に
成る。そして、第一および第二の無線網状回路網との間に転送パケットによってマルチ網
状回路網を延長する；
そして、第２の橋リンク連結器はそれぞれの第三段を介して第一および第二の無線網状回
路網に入出力を行われる、そして、第４は橋ノードをかみ合わせる。
【請求項４５８】
　請求項４５７（第一および第二の橋リンク結合が負荷平衡テクニックに従って手術可能
である）の方法。
【請求項４５９】
　請求項４５７（第一および第二の橋リンク結合が冗長性／フェイルオーバ・テクニック
に従って手術可能である）の方法。
【請求項４６０】
　請求項４１６（橋関連が橋リンク・プロトコルと連動して手術可能である）の方法。
【請求項４６１】
　請求項４６０（橋リンクプロトコル用に捧げられるパケットがない）の方法。
【請求項４６２】
　一組の命令を有する計算機可読の媒体は、そこにおいて、保存したそれ実行されるとき
に、演算処理装置によって機能を実行する演算処理装置が生じて：
複数のブリッジングを経た複数の無線網状回路網間のパケットの制御フォワーディングは
連結する。そして、無線網状回路網がマルチ網状回路網として作動する；
ブリッジングが連結するパケット十字としてパス・コスト情報を集めて、コストの削減パ
スを決定するために促進を制御する際の収集したパス・コスト情報を使用すること；
抑制性フォワーディングは、最も少なくパケットのいくつかでのそれぞれのものと関連し
たそれぞれの識別子に一つには基づく無線網状回路網との間に輪になる；
識別子に一つには基づく各それぞれの無線網目状ネットワークの中で冗長なブロードキャ
ストパケット大量出血を排除すること；
そこにおいて、各識別子は、それぞれのエントリポイントの前後関係の各それぞれのパケ
ットを独自に識別しているマルチ網状回路網およびそれぞれの第２部分にそれぞれのパケ
ットのそれぞれのエントリポイントを独自に識別しているそれぞれの前半部から成る；
そして、複数の無線網状回路網の各それぞれの無線網状回路網は、それぞれの内部ルーテ
ィング・プロトコルに従って作動して、それぞれの周波数割当に従って通信する。
【請求項４６３】
　請求項４６２（各無線網状回路網が異なったそれぞれの媒体アクセス制御レイヤに従っ
て手術可能である）の計算機可読の媒体。
【請求項４６４】
　請求項４６２（各無線網状回路網が同じ媒体アクセス制御レイヤに従って手術可能であ
る）の計算機可読の媒体。
【請求項４６５】
　請求項４６２（各無線網状回路網が異なったそれぞれの物理レイヤに従って手術可能で
ある）の計算機可読の媒体。
【請求項４６６】
　請求項４６２（各無線網状回路網が同じ物理レイヤに従って手術可能である）の計算機
可読の媒体。
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【請求項４６７】
　請求項４６２（各それぞれのエントリポイントが入場権メッシュ・ノードである）の計
算機可読の媒体。
【請求項４６８】
　請求項４６２（機能が最高のパスに従ってユニキャスト・パケットを進めることを更に
含む）の計算機可読の媒体。
【請求項４６９】
　請求項４６８（最高のパスが蓄積されたパス・コスト情報から学ばれるパスに従って決
定される）の計算機可読の媒体。
【請求項４７０】
　請求項４６９（蓄積されたパス・コスト情報がパケットが横断した各メッシュによるパ
ケットを進めるためのコストである）の計算機可読の媒体。
【請求項４７１】
　請求項４６９（最高のパスを決定することがパケットを進めることに応答して部分的に
少なくともある）の計算機可読の媒体。
【請求項４７２】
　請求項４６９（パケットがマルチ網状回路網を通過するにつれて、蓄積されたパス・コ
スト情報が集められる）の計算機可読の媒体。
【請求項４７３】
　請求項４６９（蓄積されたパス・コスト情報が少なくとも一つの既存の制御パケットお
よび既存のデータパケットにおいて蓄積される）の計算機可読の媒体。
【請求項４７４】
　請求項４６２（ブリッジング関連のうちの少なくとも１つが無線リンクから成る）の計
算機可読の媒体。
【請求項４７５】
　請求項４６２（ブリッジング関連のうちの少なくとも１つが複数の無線リンクから成る
）の計算機可読の媒体。
【請求項４７６】
　請求項４６２（ブリッジング関連のうちの少なくとも１つがワイヤード関連から成る）
の計算機可読の媒体。
【請求項４７７】
　請求項４６２（ブリッジング関連のうちの少なくとも１つが複数のワイヤード関連から
成る）の計算機可読の媒体。
【請求項４７８】
　請求項４６２（少なくとも一部のパス・コスト情報が既存の制御パケットに含む）の計
算機可読の媒体。
【請求項４７９】
　請求項４６２（少なくとも一部のパス・コスト情報が既存のデータパケットに含む）の
計算機可読の媒体。
【請求項４８０】
　請求項４６２（コストの削減パスの決定が全マルチ網状回路網の前後関係においてある
）の計算機可読の媒体。
【請求項４８１】
　請求項４６２（コストの削減パスの決定が全マルチ網状回路網のいかなる部分の前後関
係においてもある）の計算機可読の媒体。
【請求項４８２】
　請求項４６２（識別子が既存の制御パケットに含む）の計算機可読の媒体。
【請求項４８３】
　請求項４６２（識別子が既存のデータパケットに含む）の計算機可読の媒体。
【請求項４８４】
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　請求項４６２（周波数割当のうちの少なくとも２つが同一である）の計算機可読の媒体
。
【請求項４８５】
　請求項４６２（周波数割当のうちの少なくとも２つが部分的に妨げる）の計算機可読の
媒体。
【請求項４８６】
　請求項４６２（周波数割当のうちの少なくとも２つが非妨げている）の計算機可読の媒
体。
【請求項４８７】
　請求項４６２（周波数割当の全てが妨げているｎｏｎ―である）の計算機可読の媒体。
【請求項４８８】
　請求項４６２（周波数割当のうちの少なくとも１つが８０２．１１本の互換性を持つチ
ャネルに対応する）の計算機可読の媒体。
【請求項４８９】
　請求項４６２（内部ルーティング・プロトコルのうちの少なくとも２つが同一である）
の計算機可読の媒体。
【請求項４９０】
　請求項４８９（２つの同一の内部ルーティング・プロトコルが同一のルーティング・オ
プションに従って作動する）の計算機可読の媒体。
【請求項４９１】
　請求項４８９（２つの同一の内部ルーティング・プロトコルが異なったルーティング・
オプションに従って作動する）の計算機可読の媒体。
【請求項４９２】
　請求項４８９（２つの同一の内部ルーティング・プロトコルが同一のルーティング・パ
ラメータに従って作動する）の計算機可読の媒体。
【請求項４９３】
　請求項４８９（２つの同一の内部ルーティング・プロトコルが異なったルーティング・
パラメータに従って作動する）の計算機可読の媒体。
【請求項４９４】
　請求項４６２（内部ルーティング・プロトコルのうちの少なくとも２つが明瞭である）
の計算機可読の媒体。
【請求項４９５】
　請求項４６２（内部ルーティング・プロトコルの全てが明瞭である）の計算機可読の媒
体。
【請求項４９６】
　請求項４６２（内部ルーティング・プロトコルの全てが同一である）の計算機可読の媒
体。
【請求項４９７】
　システムは、以下から成る：
それぞれの周波数帯で、そして、それぞれの内部経路選択方式に従って作動している複数
の無線網状回路網；
無線網状回路網の各々が橋関連のうちの少なくとも１つに連結するように、複数の橋はそ
れぞれのメッシュ橋ノードを介して無線網状回路網の結合それぞれの対を連結する；
そこにおいて、パケットが橋関連を横断するにつれて、メッシュ橋ノードはパス・コスト
情報を集める；
そこにおいて、ブロードキャストパケットは無線網状回路網のいずれかにそれぞれの入口
を経て入力に応じてそれぞれの識別子を割り当てられる。そして、それぞれの入口および
分野のアドレスから成るそれぞれの識別子の各々がそれぞれの入口に入っている他のブロ
ードキャストパケットに関して関連するブロードキャストパケットを独自に識別する；
そこにおいて、ユニキャスト・パケットは、ルーティング効率を改善するために収集した
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パス・コスト情報に一つには基づく無線網状回路網の間に進められる；
そして、ブロードキャストパケットは、ブロードキャストパケット・ルーピングおよび冗
長なブロードキャストパケット大量出血を排除するために識別子に一つには基づいて進め
られる。
【請求項４９８】
　請求項４９７（入口が入場権メッシュ・ノードである）のシステム。
【請求項４９９】
　請求項４９７（各無線網状回路網が異なったそれぞれの媒体アクセス制御レイヤに従っ
て手術可能である）のシステム。
【請求項５００】
　請求項４９７（各無線網状回路網が同じ媒体アクセス制御レイヤに従って手術可能であ
る）のシステム。
【請求項５０１】
　請求項４９７（各無線網状回路網が異なったそれぞれの物理レイヤに従って手術可能で
ある）のシステム。
【請求項５０２】
　請求項４９７（各無線網状回路網が同じ物理レイヤに従って手術可能である）のシステ
ム。
【請求項５０３】
　請求項４９７（メッシュ橋ノードが入場権メッシュ・ノードおよび出現メッシュ・ノー
ドから成る）のシステム。
【請求項５０４】
　請求項５０３（入口が入場権メッシュ・ノードである）のシステム。
【請求項５０５】
　請求項４９７（橋関連のうちの少なくとも１つが無線リンクから成る）のシステム。
【請求項５０６】
　請求項４９７（橋関連のうちの少なくとも１つが複数の無線リンクから成る）のシステ
ム。
【請求項５０７】
　請求項４９７（橋関連のうちの少なくとも１つがワイヤード関連から成る）のシステム
。
【請求項５０８】
　請求項４９７（橋関連のうちの少なくとも１つが複数のワイヤード関連から成る）のシ
ステム。
【請求項５０９】
　請求項４９７（識別子が既存のブロードキャストパケットに含む）のシステム。
【請求項５１０】
　請求項４９７（パス・コスト情報が既存の制御パケットに含む）のシステム。
【請求項５１１】
　請求項４９７（パス・コスト情報が既存のデータパケットに含む）のシステム。
【請求項５１２】
　請求項４９７（周波数帯のうちの少なくとも２つが同一である）のシステム。
【請求項５１３】
　請求項４９７（周波数帯のうちの少なくとも２つが部分的に妨げている）のシステム。
【請求項５１４】
　請求項４９７（周波数帯のうちの少なくとも２つが妨げているｎｏｎ―である）のシス
テム。
【請求項５１５】
　請求項４９７（周波数帯の全てが妨げているｎｏｎ―である）のシステム。
【請求項５１６】
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　請求項４９７（少なくとも周波数帯のいくつかが８０２．１１本のチャネルと互換性を
持つ）のシステム。
【請求項５１７】
　請求項４９７（内部経路選択方式のうちの少なくとも２つが同一である）のシステム。
【請求項５１８】
　請求項５１７（２つの同一の内部経路選択方式が同一のルーティング・オプションによ
って構成される）のシステム。
【請求項５１９】
　請求項５１７（２つの同一の内部経路選択方式が異なったルーティング・オプションに
よって構成される）のシステム。
【請求項５２０】
　請求項５１７（２つの同一の内部経路選択方式が異なったルーティング・パラメータに
よって構成される）のシステム。
【請求項５２１】
　請求項５１７（２つの同一の内部経路選択方式が同一のルーティング・パラメータによ
って構成される）のシステム。
【請求項５２２】
　請求項４９７（内部経路選択方式のうちの少なくとも２つが明瞭である）のシステム。
【請求項５２３】
　請求項４９７（内部経路選択方式の全てが明瞭である）のシステム。
【請求項５２４】
　請求項４９７（内部経路選択方式の全てが同一である）のシステム。
【請求項５２５】
　請求項４９７（一対の橋が無線網状回路網の対２を連結する、そして、橋関連の一対が
パケット交通負荷平衡を提供する）のシステム。
【請求項５２６】
　請求項４９７（一対の橋が無線網状回路網の対２を連結する、そして、橋関連の一対が
パケット交通冗長性／フェイルオーバを提供する）のシステム。
【請求項５２７】
　請求項４９７（橋関連が橋リンク・プロトコルと連動して手術可能である）のシステム
。
【請求項５２８】
　請求項５２７（橋リンクプロトコル用に捧げられるパケットがない）のシステム。
【請求項５２９】
　請求項５２７（橋リンクプロトコルが演算処理装置によって実行される命令によって、
部分的には、行う）のシステム。
【請求項５３０】
　請求項５２９（演算処理装置が計算機可読の媒体に保存される命令を取ってくる）のシ
ステム。
【請求項５３１】
　計算機可読の媒体から更に成っている請求項５３０のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　分野：ネットワークをブリッジするためのルーティングプロトコルは、その性能、効率
、および実用性を改善するため、いっそうの進歩が必要とされている。本明細書の他の部
分で説明する実施形態は、その改善を可能にするものである。
【背景技術】
【０００２】
　関連技術：本明細書で説明する技術および概念は、公知または周知であるとの明示的な
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断りがない限り、それらに関する文脈提供、定義、または比較用のものも含め、これまで
に公知または先行技術の一部であったと解釈すべきものではない。この明細書で文献を引
用する場合、特許、特許出願、および出版物を含むそれら全ての引用文献は、すべての目
的について具体的に盛り込まれているかどうかにかかわらず、参照によりその全体を本明
細書に組み込むものとする。本明細書の説明は、いずれかの参照文献が関連する先行技術
であるとも、またいずれかの参照文献がこれら文献が実際に公開（出版）された内容また
は日付に関する事実承認であるとも解釈すべきではない。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本発明は、多数の方法で実施（実装）でき、方法、製造品、機器、システム、物質の組
成物、その他コンピュータ可読記憶媒体などのコンピュータ可読媒体や、光通信リンクま
たは電子通信リンク経由でプログラム命令が送信されるコンピュータネットワークなどと
して実施可能である。本明細書では、これらの実施態様、または本発明が取りうる他のい
かなる形態も、技術と呼ぶことができる。一般に、本明細書で開示する方法の各工程（工
程段階）の順序は、本発明の範囲内で変更可能である。本発明の１若しくはそれ以上の一
実施形態は、詳細な説明の項で開示している。この詳細な説明の項には、この項の他の部
分に関する理解を促進するため、「はじめに（概論）」の項を含めている。この「はじめ
に（概論）」では、本明細書で開示する概念に係る例示的なシステムおよび方法を簡潔に
まとめた例示的な組み合わせについて説明する。以下、「結論」の項で詳述するように、
本発明は、登録特許の末尾に添付された請求項の範囲内で考えられるすべての変更（修正
）形態および変形形態を包含する。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
　以下の詳細な説明および添付の図面において、種々の本発明の実施形態を開示する。
【図１】図１は、マルチメッシュにおいてループ発生を低減（または排除）し、ユニキャ
ストおよびブロードキャストのパケットフローを最適化する技術の種々の実施形態の詳細
を一部選んで例示した図である。
【図２】図２は、ノードの一実施形態のハードウェア態様の詳細を一部選んで例示したも
のである。
【図３】図３は、ノードの一実施形態のソフトウェア態様の詳細を一部選んで例示したも
のである。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　本発明は、多数の方法で実施（実装）でき、工程、製造品、機器、システム、物質の組
成物、その他コンピュータ可読記憶媒体などのコンピュータ可読媒体や、光通信リンクま
たは電子通信リンク経由でプログラム命令が送信されるコンピュータネットワークなどと
して実施可能である。本明細書では、これらの実施態様、または本発明が取りうる他のい
かなる形態も、技術と呼ぶことができる。一般に、本明細書で開示する方法の各工程（工
程段階）の順序は、本発明の範囲内で変更可能である。
【０００６】
　以下では、本発明の１若しくはそれ以上の一実施形態について、本発明の原理を例示し
た添付の図面とともに詳細に説明している。本発明は、このような実施形態に関連付けて
説明するが、いかなる実施形態にも限定されるものではない。本発明の範囲は請求項での
み限定され、本発明は、多くの代替形態、変更（修正）形態、および均等物（等価物）を
包含する。以下の説明では、本発明が完全に理解されるよう具体的な詳細事項を多数記載
する。これらの詳細事項は例示目的で提供するものであり、本発明は、これら具体的な詳
細事項の一部または全部がなくとも、添付の請求項に従って実施可能である。明瞭性のた
め、本発明を不必要に曖昧にしないよう、本発明に関する技術分野で公知の技術的事項は
詳述していない。
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【０００７】
　はじめに（概論）
　本項は、以降の詳細な説明をより短時間で容易に理解できるようにするために含めたも
のである。本項の説明は必然的に本発明の対象全体を要約したもので、本発明の完全網羅
および限定的な説明を目的としたものではなく、したがって本発明は本項で説明する概念
に限定されるものではない。例えば、以下では、本明細書の紙面および構成の制限上、特
定の実施形態についてのみ概要を提供している。実際、本明細書の残りの部分全体にわた
り説明した最終的に請求項と整合するものも含め、他の実施形態も多数ある。以下、「結
論」の項で詳述するように、本発明は、登録特許の末尾に添付された請求項の範囲内で考
えられるすべての変更（修正）形態および変形形態を包含する。
【０００８】
　種々の実施形態は、任意に相互接続されるメッシュネットワークを可能にして情報を効
率的に通信することにより、スケーラビリティおよび相互運用性を実現する、オーバーヘ
ッドが少なく複雑度の低い技術に関する。メッシュネットワークのセットが相互接続され
た結果、形成されたネットワークは、マルチメッシュと呼ばれる。そのマルチメッシュの
各メッシュネットワークは、それぞれの（可能性として一意の）内部設定および動作モー
ドを有することができる。この技術により、全ユニキャストパケットは、相互接続された
メッシュ全体にわたりそれぞれに対応する最良の経路を進み、ユニキャストパケットおよ
びブロードキャストパケットの転送ループを回避することができる。この技術では、マル
チメッシュ全体を１つのまとまりと見なした場合、さらにマルチメッシュ全体にわたり最
良の経路に沿ったパケット転送が可能である。ルーティング情報およびその処理は、マル
チメッシュの各メッシュに制約され、各メッシュに固有のものとなるため、単一のメッシ
ュに全ノードを有するシナリオと比べ、ルーティング処理およびメモリ要件が削減される
。
【０００９】
　用語
　本明細書の他の部分では、各種用語を使って、種々の実施形態および実施態様の要素お
よび態様を一部選んで説明している。以下に、代表的な用語を挙げる。
【００１０】
　ノード：ノードの例には、電子装置がある。
【００１１】
　パケット：パケットの例は、ノードが互いに通信する情報が、パケットに細分化されて
いる場合などである。
【００１２】
　リンク：リンクの例としては、２つ（若しくはそれ以上）のノードが互いに通信する能
力の概念的表現がある。リンクは、有線（ノードは、電気的または光学的な相互接続など
の物理媒体により情報を搬送するよう接続される）または無線（ノードは、物理媒体を使
わず無線技術などにより接続される）であってよい。
【００１３】
　経路：経路の例には、１若しくはそれ以上の一連のリンクがある。
【００１４】
　パスメトリック：パスメトリックの例には、経路の望ましさを反映するメトリック（数
値指標）がある。例えば、考えられるメトリックの１つとして、経路のホップ数などのリ
ンク数がある。経路は、ホップ数が少ない方が有利である。その利点としては、使用する
資源が少なくて済み（転送回数が少ないため）、パケット損失の危険性が低い（パケット
が各送信先に到達する前に失われる確率が低いため）ことなどがある。
【００１５】
　最良の経路：最良の経路の例には、所定の基準に従ってパケットが（秩序正しく）通過
すると送信元から送信先への移動が効率的になる、順序付きノードリストがある。パラメ
ータおよび動作条件は時とともに変化するため、いかなる最良の経路も「既知の」最良の
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経路、例えば一定の基準に基づき特定の時点で評価された経路であり、異なる時点では異
なる最良の経路が利用できる可能性がある。また、最良の経路は、それを決定するルーテ
ィングプロトコルに照らし測定される１若しくはそれ以上のメトリックに基づき、「ほぼ
最適」であると見なすことができる。
【００１６】
　ネットワーク：ネットワークの例には、有線リンクおよび無線リンクの任意の組み合わ
せを介して相互通信可能なノードのセットがある。
【００１７】
　メッシュネットワーク：メッシュネットワークの例には、マルチホップネットワークへ
と自己組織化するノードのセットがある。一部の使用シナリオにおいて、メッシュネット
ワークの資源は限られている（利用可能な帯域幅、利用可能な計算能力、利用可能なエネ
ルギーなど）。
【００１８】
　マルチメッシュネットワーク：マルチメッシュネットワークの例には、そのマルチメッ
シュネットワークで提供される資源の利用者から見ると、単一のネットワークとして動作
しているように見える相互接続されたメッシュのセットがある。
【００１９】
　共有アクセスネットワーク：共有アクセスネットワークの例には、任意ノードにより送
信されるパケットに対し、そのネットワーク内の他の全ノードがオーバヒアリングする（
聞き耳を立てる）ネットワークがある。そのようなネットワークの実施態様例は、８０２
．３　ＬＡＮである。
【００２０】
　イングレス（入口）メッシュ：イングレスメッシュの例には、マルチメッシュへのパケ
ットの入口となるメッシュがある。
【００２１】
　エグレス（出口）メッシュ：エグレスメッシュの例としては、マルチメッシュからのパ
ケットの出口となるメッシュがある。
【００２２】
　イングレスメッシュノード：イングレスメッシュノードの例には、パケットの入口とな
るノードがあり、これは例えば非メッシュリンクからのパケットをメッシュリンク／ネッ
トワークへ転送するノードである。
【００２３】
　エグレスメッシュノード：エグレスメッシュノードの例としては、パケットの出口とな
るノードがあり、これは例えばメッシュリンクからのパケットを非メッシュリンク／ネッ
トワークへ転送するノードである。
【００２４】
　メッシュブリッジ（ノード）：メッシュブリッジの例には、２つ以上のメッシュネット
ワークに同時に参加するノードがあり、これは例えば少なくとも２つのメッシュネットワ
ークに同時に結合されている。ブリッジノードにより、第１のメッシュに接続された（ま
たはその第１のメッシュの一部である）ノードは、第２のメッシュに接続された（または
その第２のメッシュの一部である）ノードと通信することができる。
【００２５】
　（メッシュ）ブリッジリンク：メッシュブリッジリンクの例には、２つのメッシュ間の
トラフィックを転送するため使用される２つのブリッジノード間のリンクがある（各ブリ
ッジノードは、それぞれのメッシュに結合されている）。
【００２６】
　イングレスブリッジノード：イングレスブリッジノードの例には、イングレスメッシュ
からのパケットの出口となるメッシュブリッジがある。
【００２７】
　エグレスブリッジノード：エグレスブリッジノードの例には、エグレスメッシュからの
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パケットの入口となるメッシュブリッジがある。
【００２８】
　メッシュポータル：メッシュポータルの例には、メッシュネットワークの一部であるノ
ードがあり、これは別の（共有アクセス）ネットワークにも接続されている。メッシュポ
ータルにより、メッシュに接続されたノードまたはメッシュの一部であるノードは、共有
アクセスネットワークの一部であるノードまたは共有アクセスネットワーク経由で到達可
能なノードと通信することができる。一部の実施形態において、メッシュネットワークは
、透過レイヤー２トランスポートとしてネットワーク外にあるように見え、すなわち１つ
のポータルからメッシュに投入されたパケットは、修正されないまま別のポータルからそ
のメッシュを出る。
【００２９】
　イングレスメッシュポータル：イングレスメッシュポータルの例としては、メッシュへ
のパケットの入口となるポータルがあり、これは例えば非メッシュリンク／ネットワーク
からメッシュリンク／ネットワークへパケットを転送するポータルである。
【００３０】
　エグレスメッシュポータル：エグレスメッシュポータルの例には、メッシュからのパケ
ットの出口となるポータルがあり、これは例えばメッシュリンク／ネットワークから非メ
ッシュリンク／ネットワークへパケットを転送するポータルである。
【００３１】
　メッシュクライアントインターフェース：メッシュクライアントインターフェースの例
には、クライアント装置へ結合するための（メッシュネットワークのノードの一部である
）インターフェースがある。
【００３２】
　メッシュネットワークゲートウェイインターフェース（メッシュＮＧＩ）：メッシュＮ
ＧＩの例には、メッシュネットワークの一部であるノードがあり（例えば、メッシュネッ
トワークの一部として構成されたインターフェースを有する）、これは別のネットワーク
にも接続されている（例えば、他のネットワーク上に構成されたインターフェースを有す
る）。メッシュＮＧＩにより、メッシュネットワークに接続されたノードまたはメッシュ
の一部であるノードは、共有アクセスネットワークの一部であるノードまたは共有アクセ
スネットワーク経由で到達可能なノードと通信することができる。一部の実施形態におい
て、メッシュネットワークは、透過レイヤー２トランスポートとしてネットワーク外にあ
るように見える。すなわち、１つのＮＧＩでメッシュに投入されたパケットは、修正され
ないまま別のＮＧＩまたはクライアントインターフェースからそのメッシュを出る。
【００３３】
　イングレスメッシュインターフェース：イングレスメッシュインターフェースの例には
、メッシュへのパケットの入口となるインターフェースがあり、これは例えば非メッシュ
リンク／ネットワークからメッシュリンク／ネットワークへパケットを転送するインター
フェースである。
【００３４】
　エグレスメッシュインターフェース：エグレスメッシュインターフェースの例には、メ
ッシュからのパケットの出口となるインターフェースがあり、これは例えばメッシュリン
ク／ネットワークから非メッシュリンク／ネットワークへパケットを転送するインターフ
ェースである。
【００３５】
　ユニキャスト：ユニキャストの例としては、２ノード間の通信がある。
【００３６】
　ブロードキャスト：ブロードキャストの例には、１つのノードから複数のノードに到達
することを目的とした通信がある。一部の使用シナリオでは、これら複数のノードは、ネ
ットワーク上の全ノードを含む。また一部のシナリオでは、ブロードキャストは、意図さ
れた全ノードに到達しない場合がある（例えばパケット損失のため）。
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【００３７】
　フラッド：フラッドの例にはノードにより送信されたブロードキャストがあり、このブ
ロードキャストを受信した他の全ノードにより再ブロードキャストされて、潜在的にネッ
トワーク内の全ノードに到達する。
【００３８】
　ルーティングプロトコル：ルーティングプロトコルの例としては、メッシュネットワー
ク内の各ノードに実装された機構のセットがあり、この機構は、そのネットワークに関す
る情報を見出す役割を果たし、そのネットワークの各ノードが同じネットワークの他のノ
ードと通信できるようにする（その他のノードが当該ノードから数ホップ離れている場合
でも）。
【００３９】
　経路累積：経路累積の例は、パケットを転送する各ノードが、各自のアドレスをそのパ
ケットに加える場合などである。
【００４０】
　例示的な組み合わせ
　以下、本明細書で開示する概念に係る例示的なシステムおよび方法について簡潔にまと
める。各段落では、請求項に類似した非公式の形式で代表的な各特徴の組み合わせについ
て説明する。これらの概論は、本発明と相互に排他的なものでも、本発明を余すところな
く説明したものでも、本発明を制限するものでもなく、本発明は、これらの代表的な組み
合わせに限定されるものではない。以下、「結論」の項で詳述するように、本発明は、本
特許の末尾に添付された請求項の範囲内で考えられるすべての変更（修正）形態および変
形形態を包含する。
【００４１】
　前記第１の実施形態は、最良の経路に従ってユニキャストパケットを転送する工程を有
する。前述の実施形態において、前記最良の経路は、累積されたパスコスト情報から学習
された経路に従って決定される。前述の実施形態において、前記最良の経路の決定は、少
なくとも部分的にパケット転送に応答して行われる。前述の実施形態において、前記累積
されたパスコスト情報は、既存の制御パケットおよび既存のデータパケットの少なくとも
一方において累積される。前述の実施形態において、前記累積されたパスコスト情報は、
パケットが通過した全メッシュにわたるパケット転送のコストである。
【００４２】
　第２の実施形態であって、第１の無線メッシュネットワークおよび第２の無線メッシュ
ネットワークを、これらの無線メッシュネットワークを結合するブリッジリンクを介して
操作する工程と、前記無線メッシュネットワーク間でパケットを転送することにより、マ
ルチメッシュネットワークを形成する工程と、各無線メッシュネットワーク内で冗長なブ
ロードキャストフラッディングを排除する工程とを有する第２の実施形態。前述の実施形
態において、前記冗長なブロードキャストフラッディングを排除する工程は、パケットに
識別子を割り当てる工程を有する。前述の実施形態において、各識別子は、その識別子に
対応したパケットの送信元アドレスフィールドを有する。前述の実施形態において、各識
別子は、それに関連付けられた前記マルチメッシュネットワークへのエントリポイント（
関連エントリポイント）の文脈で各パケットを一意に識別する識別フィールドを有する。
前述の実施形態において、前記識別子は、既存の制御パケットに含まれる。
【００４３】
　第３の実施形態であって、第１の無線メッシュネットワークおよび第２の無線メッシュ
ネットワークを、これらの無線メッシュネットワークを結合するブリッジリンクを介して
操作する工程と、前記無線メッシュネットワーク間でパケットを転送することにより、マ
ルチメッシュネットワークを形成する工程と、少なくとも部分的にルートコスト情報に基
づく効率的な経路に従ってパケットを転送する工程とを有する、第３の実施形態。前述の
実施形態において、前記ルートコスト情報は、ブリッジリンクの通過時にパケット内で累
積される。前述の実施形態において、前記ルートコスト情報は、既存の制御パケットに含
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まれる。
【００４４】
　前記第１の実施形態、前記第２の実施形態、および前記第３の実施形態のいずれかにお
いて、前記ブリッジリンクは無線リンクである。前記第１の実施形態、前記第２の実施形
態、および前記第３の実施形態のいずれかにおいて、前記ブリッジリンクは複数の無線リ
ンクである。前記第１の実施形態、前記第２の実施形態、および前記第３の実施形態のい
ずれかにおいて、前記ブリッジリンクは有線リンクである。前記第１の実施形態、前記第
２の実施形態、および前記第３の実施形態のいずれかにおいて、前記ブリッジリンクは複
数の有線リンクである。前記第１の実施形態、前記第２の実施形態、および前記第３の実
施形態のいずれかにおいて、前記ブリッジリンクは、少なくとも１つの無線リンクおよび
少なくとも１つの有線リンクを有する。
【００４５】
　前記第１の実施形態、前記第２の実施形態、および前記第３の実施形態のいずれかにお
いて、前記第１の無線メッシュネットワークおよび前記第２の無線メッシュネットワーク
は、周波数ダイバーシティに従って動作する。上記の実施形態において、前記周波数ダイ
バーシティは、異なる（区別可能な）周波数スペクトルに従って前記第１の無線メッシュ
ネットワークおよび前記第２の無線メッシュネットワークを操作する工程を有する。前記
第１の実施形態、前記第２の実施形態、および前記第３の実施形態のいずれかにおいて、
前記第１の無線メッシュネットワークおよび前記第２の無線メッシュネットワークは、そ
れぞれ第１の周波数割り当ておよび第２の周波数割り当てに従って動作する。前記第１の
実施形態、前記第２の実施形態、および前記第３の実施形態のいずれかにおいて、前記第
１の無線メッシュネットワークおよび前記第２の無線メッシュネットワークは、それぞれ
第１の周波数割り当ておよび第２の周波数割り当てと、８０２．１１互換チャネルに対応
した周波数割り当てのうち少なくとも１つとに従って動作する。前記第１の実施形態、前
記第２の実施形態、および前記第３の実施形態のいずれかにおいて、前記第１の無線メッ
シュネットワークおよび前記第２の無線メッシュネットワークは、それぞれ第１の周波数
割り当ておよび第２の周波数割り当てと、８０２．１１ａ互換チャネル、８０２．１１ｂ
互換チャネル、および８０２．１１ｇ互換チャネルに対応した周波数割り当てのうち少な
くとも１つとに従って動作する。前記第１の実施形態、前記第２の実施形態、および前記
第３の実施形態のいずれかにおいて、前記第１の無線メッシュネットワークおよび前記第
２の無線メッシュネットワークは、一部重複し若しくは干渉する周波数割り当てに従って
動作する。前記第１の実施形態、前記第２の実施形態、および前記第３の実施形態のいず
れかにおいて、前記第１の無線メッシュネットワークおよび前記第２の無線メッシュネッ
トワークは、同一の周波数割り当てに従って動作する。前記第１の実施形態、前記第２の
実施形態、および前記第３の実施形態のいずれかにおいて、前記第１の無線メッシュネッ
トワークおよび前記第２の無線メッシュネットワークは、重複しない若しくは干渉しない
周波数割り当てに従って動作する。
【００４６】
　前記第１の実施形態、前記第２の実施形態、および前記第３の実施形態のいずれかにお
いて、前記第１の無線メッシュネットワークおよび前記第２の無線メッシュネットワーク
は、それぞれ第１の内部ルーティングプロトコルおよび第２の内部ルーティングプロトコ
ルに従って動作する。前記第１の実施形態、前記第２の実施形態、および前記第３の実施
形態のいずれかにおいて、前記第１の無線メッシュネットワークおよび前記第２の無線メ
ッシュネットワークは、同一の内部ルーティングプロトコルに従って動作する。前記第１
の実施形態、前記第２の実施形態、および前記第３の実施形態のいずれかにおいて、前記
第１の無線メッシュネットワークおよび前記第２の無線メッシュネットワークは、それぞ
れ異なる内部ルーティングプロトコルに従って動作する。前記第１の実施形態、前記第２
の実施形態、および前記第３の実施形態のいずれかにおいて、前記第１の無線メッシュネ
ットワークおよび前記第２の無線メッシュネットワークは、それぞれ異なるルーティング
オプションに従って動作する。前記第１の実施形態、前記第２の実施形態、および前記第
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３の実施形態のいずれかにおいて、前記第１の無線メッシュネットワークおよび前記第２
の無線メッシュネットワークは、それぞれ異なるルーティングパラメータに従って動作す
る。前記第１の実施形態、前記第２の実施形態、および前記第３の実施形態のいずれかに
おいて、前記第１の無線メッシュネットワークおよび前記第２の無線メッシュネットワー
クは、同一の内部ルーティングプロトコルに従って動作し、各内部ルーティングプロトコ
ルは、それぞれ異なるルーティングオプションに従って動作可能である。前記第１の実施
形態、前記第２の実施形態、および前記第３の実施形態のいずれかにおいて、前記第１の
無線メッシュネットワークおよび前記第２の無線メッシュネットワークは、同一の内部ル
ーティングプロトコルに従って動作し、各内部ルーティングプロトコルは、それぞれ異な
るルーティンパラメータに従って動作可能である。前記第１の実施形態、前記第２の実施
形態、および前記第３の実施形態のいずれかにおいて、前記第１の無線メッシュネットワ
ークおよび前記第２の無線メッシュネットワークは、同一のメディアアクセス制御レイヤ
ーに従って動作する。前記第１の実施形態、前記第２の実施形態、および前記第３の実施
形態のいずれかにおいて、前記第１の無線メッシュネットワークおよび前記第２の無線メ
ッシュネットワークは、異なるメディアアクセス制御レイヤーに従って動作する。前記第
１の実施形態、前記第２の実施形態、および前記第３の実施形態のいずれかにおいて、前
記第１の無線メッシュネットワークおよび前記第２の無線メッシュネットワークは、同一
の物理レイヤーに従って動作する。前記第１の実施形態、前記第２の実施形態、および前
記第３の実施形態のいずれかにおいて、前記第１の無線メッシュネットワークおよび前記
第２の無線メッシュネットワークは、異なる物理レイヤーに従って動作する。
【００４７】
　前記第１の実施形態、前記第２の実施形態、および前記第３の実施形態の全要素をそれ
ぞれ有する第４の実施形態、第５の実施形態、および第６の実施形態において、前記ブリ
ッジリンクは、第１のブリッジリンクであり、前記第４の実施形態、前記第５の実施形態
、および前記第６の実施形態は、さらに、第２のブリッジリンク経由で前記第１の無線メ
ッシュネットワークおよび前記第２の無線メッシュネットワークを結合する工程と、前記
第１のメッシュネットワークおよび前記第２のメッシュネットワークの間でパケットを転
送することにより前記マルチメッシュネットワークを拡張する工程とを有し、前記第２の
ブリッジリンクの結合は、第３のメッシュブリッジノードおよび第４のメッシュブリッジ
ノードをそれぞれ介して、前記第１の無線メッシュネットワークおよび前記第２の無線メ
ッシュネットワークにインターフェース結合される。前記第４の実施形態、前記第５の実
施形態、および前記第６の実施形態のいずれかにおいて、前記第１のブリッジリンクおよ
び第２のブリッジリンクの結合は、負荷分散（ロードバランシング）技術に従って動作可
能である。前記第４の実施形態、前記第５の実施形態、および前記第６の実施形態のいず
れかにおいて、前記第１のブリッジリンクおよび第２のブリッジリンクの結合は、冗長性
／フェイルオーバー技術に従って動作可能である。
【００４８】
　前記第１の実施形態、前記第２の実施形態、および前記第３の実施形態の全要素をそれ
ぞれ有する第７の実施形態、第８の実施形態、および第９の実施形態において、前記ブリ
ッジリンクは、ブリッジリンクプロトコルとともに動作可能である。前記第７の実施形態
、前記第８の実施形態、および前記第９の実施形態のいずれかにおいて、前記ブリッジリ
ンクプロトコルが専用するパケットはない。
【００４９】
　第１０の実施形態であって、第１の無線メッシュネットワークおよび第２の無線メッシ
ュネットワークを操作する工程と、これらの無線メッシュネットワークを結合する第１の
ブリッジリンクおよび第２のブリッジリンクを介して、前記無線メッシュネットワーク間
でパケットを転送することにより、マルチメッシュネットワークを形成する工程と、負荷
分散技術に従って前記第１のブリッジリンクおよび前記第２のブリッジリンクを操作する
工程とを有する方法、を有する第１０の実施形態。前述の実施形態において、この実施形
態は、さらに、前記無線メッシュネットワーク間の転送ループを防ぐ工程を有する。前述
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の実施形態において、前記転送ループを防ぐ工程は、パケットに識別子を割り当てる工程
を有する。前述の実施形態において、前記パケットは、ブロードキャストパケットを含む
。前述の実施形態において、各識別子は、その識別子を生成するノードに対応した送信元
アドレスに基づく送信元アドレスフィールドを有する。前述の実施形態において、各識別
子は、それに関連付けられた前記マルチメッシュネットワークへのエントリポイント（関
連エントリポイント）の文脈で各パケットを一意に識別する識別フィールドをさらに有す
る。前述の実施形態において、前記関連エントリポイントは、イングレスメッシュノード
である。前述の実施形態において、前記識別子は、既存の制御パケットに含まれる。
【００５０】
　前記第１０の実施形態において、この第１０の実施形態は、さらに、各無線メッシュネ
ットワーク内の冗長なブロードキャストフラッディングを排除する工程を有する。前述の
実施形態において、前記冗長なブロードキャストフラッディングを排除する工程は、パケ
ットに識別子を割り当てる工程を有する。前述の実施形態において、各識別子は、その識
別子に対応したパケットの送信元アドレスフィールドを有する。前述の実施形態において
、各識別子は、それに関連付けられた前記マルチメッシュネットワークへのエントリポイ
ント（関連エントリポイント）の文脈で各パケットを一意に識別する識別フィールドを有
する。前述の実施形態において、前記識別子は、既存の制御パケットに含まれる。
【００５１】
　前記第１０の実施形態において、この第１０の実施形態は、さらに、少なくとも部分的
にルートコスト情報に基づく効率的な経路に従ってパケットを転送する工程を有する。前
述の実施形態において、前記ルートコスト情報は、ブリッジリンクの通過時にパケット内
で累積される。前述の実施形態において、前記ルートコスト情報は、既存の制御パケット
に含まれる。
【００５２】
　第１１の実施形態であって、第１の無線メッシュネットワークおよび第２の無線メッシ
ュネットワークを操作する工程と、これらの無線メッシュネットワークを結合する第１の
ブリッジリンクおよび第２のブリッジリンクを介して、前記無線メッシュネットワーク間
でパケットを転送することにより、マルチメッシュネットワークを形成する工程と、冗長
性／フェイルオーバー技術に従って前記第１のブリッジリンクおよび前記第２のブリッジ
リンクを操作する工程とを有する方法、を有する第１１の実施形態。前述の実施形態にお
いて、この実施形態は、さらに、前記無線メッシュネットワーク間の転送ループを防ぐ工
程を有する。前述の実施形態において、前記転送ループを防ぐ工程は、パケットに識別子
を割り当てる工程を有する。前述の実施形態において、前記パケットは、ブロードキャス
トパケットを含む。前述の実施形態において、各識別子は、その識別子を生成するノード
に対応した送信元アドレスに基づく送信元アドレスフィールドを有する。前述の実施形態
において、各識別子は、それに関連付けられた前記マルチメッシュネットワークへのエン
トリポイント（関連エントリポイント）の文脈で各パケットを一意に識別する識別フィー
ルドをさらに有する。前述の実施形態において、前記関連エントリポイントは、イングレ
スメッシュノードである。前述の実施形態において、前記識別子は、既存の制御パケット
に含まれる。
【００５３】
　前記第１１の実施形態において、この第１１の実施形態は、さらに、各無線メッシュネ
ットワーク内の冗長なブロードキャストフラッディングを排除する工程を有する。前述の
実施形態において、前記冗長なブロードキャストフラッディングを排除する工程は、パケ
ットに識別子を割り当てる工程を有する。前述の実施形態において、各識別子は、その識
別子に対応したパケットの送信元アドレスフィールドを有する。前述の実施形態において
、各識別子は、それに関連付けられた前記マルチメッシュネットワークへのエントリポイ
ント（関連エントリポイント）の文脈で各パケットを一意に識別する識別フィールドを有
する。前述の実施形態において、前記識別子は、既存の制御パケットに含まれる。
【００５４】
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　前記第１１の実施形態において、この第１１の実施形態は、さらに、少なくとも部分的
にルートコスト情報に基づく効率的な経路に従ってパケットを転送する工程を有する。前
述の実施形態において、前記ルートコスト情報は、ブリッジリンクの通過時にパケット内
で累積される。前述の実施形態において、前記ルートコスト情報は、既存の制御パケット
に含まれる。
【００５５】
　第１２の実施形態は、命令セットを格納して有するコンピュータ可読媒体を有し、前記
命令セットが処理要素により実行されると、前記第１～１１の実施形態のいずれかを有し
た機能が実行される。
【００５６】
　第１３の実施形態は、プロセッサと、当該プロセッサにより実行される命令を格納する
ようになっているメモリとを有するシステムを有し、前記命令は、前記第１～１１の実施
形態のいずれかを実施（実行）する。
【００５７】
　メッシュのスケーリングおよび相互運用性
　無線メッシュのサイズが大きくなるに伴い、無線装置の送信が互いに干渉し始めるため
、メッシュ全体に単一の無線周波数を使うことに限界が生じる。その結果、メッシュ内の
ノードで利用できる帯域幅は狭まってしまう。一部の実施形態では、比較的大きなメッシ
ュをより小さいメッシュに細分化することにより、同じ周波数での干渉作用を軽減してい
る。前記より小さいメッシュの各々は、それぞれ一意の（干渉しあわない）無線周波数で
動作することにより、物理的に近いメッシュで動作するノードからの干渉を軽減するよう
構成される。
【００５８】
　また、無線メッシュのサイズが大きくなると、メッシュルーティングプロトコルの動作
に伴うメモリおよび処理の要件も高くなる。そのようなルーティングプロトコル動作とし
ては、前記無線メッシュの選択されたノードへの到達方法を記述する情報を保存すること
、およびパケットの転送先として次のノードアドレスを決定することなどがある。一部の
実施形態では、比較的大きなメッシュをより小さいメッシュに細分化することにより、大
きなメッシュのルーティングプロトコル資源要件を軽減している。前記より小さいメッシ
ュは、その各々に伴う制約に基づいたルーティングプロトコルで動作する。このように、
比較的大きなメッシュをより小さなメッシュに分割すると、メッシュ性能のスケーラビリ
ティと、動作資源コストが改善される。
【００５９】
　一部の使用シナリオでは、メッシュ技術の進歩とともに、比較的新しいメッシュネット
ワーク設備が比較的旧式の設備と相互運用できなくなるおそれも出てくる。同様に、新旧
の設備が同じまたは実質的に類似した技術で構築されている場合であっても、利用者要件
が異なれば、新旧設備にそれぞれ独自の設定、能力、またはその双方が必要になりうる。
一部の実施形態では、（内部設定または動作が異なるメッシュ間を通信可能にすることで
）異種メッシュ間の相互接続を可能にしている。
【００６０】
　使用シナリオの例として、大きな市に配備されたメッシュネットワークを考慮する。可
能性として、そのメッシュネットワークは、１０００を超えるメッシュノードを有し、約
５０ノードずつのより小さなメッシュに分割される。各小メッシュ（またはその集合）は
、異なるベンダーが互いに独立して配備できるが、全体的なネットワークは、マルチメッ
シュとして動作可能なままである。この配備の種々の部分は、家庭からのアクセス用に設
定でき、他の部分は、ビジネスアクセス用に設定できる。
【００６１】
　メッシュの相互接続およびブリッジング
　一部の実施形態において、無線メッシュは、部分的にブリッジングプロトコルに従って
操作されるメッシュブリッジノード経由で相互接続されたより小さい（サブ）メッシュに
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分割できる。第１のメッシュネットワーク内の第１のメッシュブリッジは、ポイントツー
ポイント（有線または無線）リンク経由で、第２のメッシュネットワーク内の第２のメッ
シュブリッジに結合される。前記メッシュブリッジを結合するポイントツーポイントリン
クは、ブリッジリンクと呼ばれる。一部の実施形態では、ブリッジリンクに複数のポイン
トツーポイントリンクが含まれ、一部の実施形態では、複数のブリッジリンクが一対のメ
ッシュ間の通信を可能にする。前記複数のリンクおよびブリッジリンクにより、メッシュ
間で全体的にスループットが向上し、任意選択でメッシュ内の負荷分散も可能になる。一
部の実施形態において、各（サブ）メッシュ内のノードは、物理的に近い（または隣接し
あう）メッシュのノードがより干渉を受けずに動作するよう、それに対応した一意の周波
数（干渉しあわない周波数）で動作するよう構成できる。一部の実施形態において、選択
された（サブ）メッシュ内のノードは、干渉が問題ではない場合、同一の周波数帯または
重複／干渉しあう周波数帯で動作するよう構成できる。例えば、（サブ）メッシュ間を結
合し、同一の周波数帯または重複しあう周波数帯で動作するブリッジリンクは、結合され
た前記（サブ）メッシュを物理的に十分分離して実質的に干渉を防ぐことができる。
【００６２】
　複数のメッシュ動作
　相互接続された複数のメッシュを効率的に操作する技術には、ループを低減（または排
除）する技術のほか、ユニキャストパケットおよびブロードキャストパケットの転送を最
適化する技術などがある。第１の例として、ループを形成したブリッジリンク経由でメッ
シュが相互接続されている場合、一部の使用シナリオでは、１つのメッシュから別のメッ
シュへ渡されるパケットに制御情報が増補され、その制御情報は、前記パケットの転送が
同じループで複数回行われるのを防ぐために使用され、また一部の使用シナリオでは、前
記パケットの転送が無制限に行われるのを（ひいては、潜在的にネットワークの輻輳（ふ
くそう）および破綻を）防ぐために使用される。一部の使用シナリオにおいて、１若しく
はそれ以上のループ相互接続は、冗長性を提供するため使用でき、あるいは、複数の顧客
がマルチメッシュ内に種々のメッシュを所有しておりこれらの顧客間に相互調整（協調）
がない場合など、誤設置の結果である場合もある。
【００６３】
　第２の例として、マルチメッシュの２つのメッシュ間に複数の接続部が存在する場合は
、ユニキャストパケットが前記マルチメッシュ全体を通じて最良の経路をたどれるように
すると、全体的なマルチメッシュの効率が向上する。換言すると、帯域幅、待ち時間、お
よび資源利用は、個々のメッシュではなくマルチメッシュネットワーク全体について最も
効率的な経路を決定することにより改善される。
【００６４】
　第３の例として、マルチメッシュの個々のメッシュがフラッディングによりブロードキ
ャストパケットを配信する使用シナリオでは、前記ブロードキャストパケットが前記メッ
シュに入る時点で（任意のブリッジリンクへの送信前に）、そのパケットに制御情報が含
まれる。この制御情報により、通常であればブロードキャストパケットの等価なコピーが
異なる複数のブリッジリンク経由で個々のメッシュの１つに入った場合に各前記コピーが
フラッドすべき異なるブロードキャストパケットとして扱われるため発生する冗長なブロ
ードキャストパケットのフラッディングを、低減または排除することができる。この制御
情報により、不要な複数フラッドを抑制することができる。
【００６５】
　第４の例として、マルチメッシュの個々のメッシュ間のループが可能である（ブリッジ
リンクなどにより）一部の使用シナリオでは、ブリッジリンクを越える送信の前に、制御
情報がパケットに含められる。この制御情報により、通常であれば個々のメッシュ間で潜
在的に無限に生じ輻輳による破綻を引き起こしてしまうループ動作を低減または排除する
ことができる。
【００６６】
　図１は、マルチメッシュにおいて部分的にブリッジングプロトコルに従い、ループ発生
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を低減（または排除）し、ユニキャストおよびブロードキャストのパケットフローを最適
化する技術の種々の実施形態の詳細を一部選んで例示した図である。一部の使用シナリオ
において、この技術は、制御パケットオーバーヘッドを追加せずに、制御バイトオーバー
ヘッドを比較的最小限に抑え、プロトコル複雑度を抑えた状態で動作する。図示したマル
チメッシュには、個々のメッシュすなわちメッシュ１　１２１、メッシュ２　１２２、メ
ッシュ３　１２３、およびメッシュ４　１２４が含まれる。これらのメッシュは、ブリッ
ジ１～１２（それぞれ１０１～１１２）として例示した複数のブリッジ経由でブリッジさ
れている。ブリッジ１および３は、ブリッジ２および４と同様、メッシュ１および２をそ
れぞれブリッジする。ブリッジ９および７は、ブリッジ１０および８と同様、メッシュ４
および３をそれぞれブリッジする。ブリッジ１２をおよび１１は、メッシュ１および４を
それぞれブリッジする。ブリッジ５および６は、無線リンク１３０経由でメッシュ２およ
び３をそれぞれブリッジする。イングレスメッシュノード１　１４１は、例えばインター
ネット、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、広域ネットワーク（ＷＡＮ）、または
他の任意の適切なネットワークからこのマルチメッシュに入れるよう、パケットにポータ
ルを提供する。エグレスメッシュノード１および２（それぞれ１５１および１５２）は、
例えばインターネット、ＬＡＮ、ＷＡＮ、または他の任意の適切なネットワークへと、こ
のマルチメッシュを出ていけるようパケットにポータルを提供する。一部の実施形態にお
いて、ノードは、イングレスメッシュノードおよびエグレスメッシュノードとして同時に
動作することにより、マルチメッシュに出入りするパケットにポータルを提供できる。
【００６７】
　動作の例として、メッシュブリッジは、１つのメッシュ（メッシュ１など）からブロー
ドキャストパケットを受信すると、前記パケットをブリッジリンクで別のメッシュ（メッ
シュ２など）へ転送する。前記パケットを転送する前に、前記メッシュブリッジは、その
パケットが直前に通過したメッシュ（メッシュ１など）に固有の全ルーティング情報を前
記パケットから削除する。削除される情報には、前記パケットが直前に通過したメッシュ
（メッシュ１など）のメッシュ通過に伴うパスコスト情報が含まれる。このパスコスト情
報は、転送に備えて前記パケットに付加される。次いで前記ブロードキャストパケットは
、他のメッシュへ転送される。
【００６８】
　このように、パスコストに関する情報は前記ブロードキャストパケットが前記マルチメ
ッシュを通過するに伴い累積される。累積されたパスコスト情報は、この情報が計算（ま
たは更新）されたポイントまでの間に前記パケットが通過してきた各メッシュのパケット
転送コストに対応する。一部の実施形態では、通過した各メッシュごとに、メッシュホッ
プ数メトリックに増分が追加される。一部の実施形態では、通過した各メッシュごとに、
メッシュコストメトリックが計算され格納される。一部の実施形態において、メッシュに
関連したコストメトリックを記述するメッシュメトリックタイプは、通過した各メッシュ
について格納される。一部の実施形態では、全リンクにわたるリンクメトリックの最小値
がパスメトリックとして使用される。経路（パス）は、前記メトリックに基づき比較され
る。一部の実施形態において、この比較は部分的に前記メトリック値に基づき、一部の実
施形態において、この比較は部分的にメッシュのメトリックタイプに基づく。一部の実施
形態において、メッシュのメトリックタイプは、（黙示的な）メトリック値の役割を果た
す（「高帯域幅」および「低帯域幅」メッシュメトリックタイプの文脈など）。
【００６９】
　一部の実施形態では、各ブリッジノードごとにエントリを１つ有したブリッジテーブル
が使用される。各エントリには、送信先ブリッジのアドレスおよびステータスと、次ホッ
プブリッジアドレスリストとが含まれる。次ホップブリッジアドレスリストの各要素には
、各前記次ホップブリッジアドレスにより識別されるブリッジを経由した送信先ブリッジ
までのコストと、それら各次ホップブリッジに結合しているブリッジリンクのステータス
とが含まれる。
【００７０】
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　エグレスメッシュノードは、（例えばそのエグレスメッシュノードへの経路が複数ある
ため）ブロードキャストパケットの（冗長な）コピーを受信すると、前記コピーの各パス
コストを比較し、全体的なコストが最良である経路を以後使用する経路として決定する。
メッシュメトリックが別個に累積され１若しくはそれ以上のメトリックタイプが不明であ
る実施形態では、一定のメッシュから取られた一部の経路が比較される。
【００７１】
　ブロードキャストパケットを送受信するメッシュブリッジおよびエグレスメッシュノー
ドは、パケットに含まれる制御情報を調べて処理することにより、（そのパケットが通過
してきたメッシュシーケンスにおいて）各メッシュを経由する最良の経路について学習す
る。学習された前記最良の経路には、前記ブロードキャストパケットのイングレスメッシ
ュノードと、前記ブロードキャストパケットを転送する各前記メッシュブリッジおよびエ
グレスノードとの間の最良の経路が含まれる。前記制御情報には、前記パケットがブリッ
ジリンクを通過し転送された際に追加されたパスコスト情報と、経路上のパケット転送先
である次のブリッジと、任意選択で、前記経路に沿ってこれまで通過してきたメッシュブ
リッジノードとが含まれる。一部の実施形態において、通過済みの前記メッシュシーケン
スを経由した最良の経路に関する学習は、各メッシュ内でいかにパケットがルーティング
されるか不明なまま行われる（すなわち、通過したブリッジリンクに関する情報だけで十
分である）。一部の実施形態において、通過済みの前記メッシュシーケンスを経由した最
良の経路に関する学習は、通過済みメッシュに関連したメトリックと、パケットの転送先
である次のブリッジに関連したメトリックとを使って行われる。一部の実施形態において
、前記メトリックはホップ数メトリックであり、前記最良の経路は、最小のホップ数を有
した経路である。本明細書の他の部分で説明する技術は最良経路決定の詳細に依存しない
ため、最良経路を決定する際は、実施態様に応じた基準に基づいて、他のメトリックが使
用されることもある。
【００７２】
　ユニキャストパケットは、イングレスメッシュノードにより、それまでの逆方向の（当
該ユニキャストパケットの送信先からの）ブロードキャストパケット転送中に学習された
最良の経路に沿って次のメッシュブリッジへ転送される。メッシュブリッジは、そのメッ
シュブリッジを含むメッシュからユニキャストパケットが転送されてきた場合、隣接した
メッシュへブリッジリンクを越えて前記ユニキャストパケットを転送する。そのパケット
が隣接したメッシュから（例えばブリッジリンクを越えて）転送されてきたものである場
合、前記メッシュブリッジは、そのパケットを送信先への最良の経路上にあるメッシュブ
リッジへ転送し、あるいは前記メッシュブリッジを含むメッシュがパケット送信先も含む
場合（前記パケットが、通過すべき最終メッシュに入った場合など）は、エグレスメッシ
ュノードへ転送する。未知の送信先宛のユニキャストパケットは、（レイヤー２スイッチ
フラッディングに類似した）ブロードキャストフラッドとして転送されて、後続パケット
の転送に使用するためのブリッジ転送情報の学習を可能にする。
【００７３】
　ブロードキャストパケットがマルチメッシュに入る際の入口となったイングレスメッシ
ュノードにより、一意のＩＤが各ブロードキャストパケットに割り当てられ、このＩＤは
パケットがブリッジリンクを渡り転送される間、維持される。このＩＤは、各メッシュノ
ードおよび各メッシュブリッジにおける重複検出に使用でき、これにより、各メッシュ内
および複数メッシュ間でループを防ぐことができる。このＩＤには、２つの要素が含まれ
る。第１の要素は、前記ＩＤを生成するノードに関連付けられたアドレスであり、マルチ
メッシュ全体にわたり一意の値である。第２の要素は、このＩＤを生成する前記ノードに
より識別され、他のブロードキャストパケットに対し当該ブロードキャストパケットに一
意のシーケンス番号（またはそれと同様なフィールド）であり、そのため、この第２の要
素は、他のノードにより生成されるＩＤの第２の要素に対しては一意ではない。したがっ
て、この第２の要素（ひいては前記ＩＤ全体）は、諸ノードで独立して生成することがで
きる。すなわち、マルチメッシュ全体の文脈で一意であるこのＩＤを生成する際、ノード
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間の通信は不要である。
【００７４】
　一部の動作シナリオでは、識別子がブロードキャストパケットに割り当てられ、他の動
作シナリオでは、識別子がユニキャストおよびブロードキャストに割り当てられる。ユニ
キャストパケットは、例えばパケットが当初ユニキャストパケットとして送信された時点
で識別子を受け取るが、そのユニキャストパケットは、メッシュブリッジに到達した時点
でそのユニキャストパケットを転送する旨の状態を有さない場合がある（例えば、転送状
態が失効した場合）。すると、そのユニキャストパケットは不明送信先宛てのパケットと
して扱われ、そのユニキャストパケットの前記メッシュブリッジからの転送先であるメッ
シュ内部へ（ブロードキャストパケット同様）フラッドされる。次に、そのユニキャスト
パケットは、ブロードキャストパケットとして扱われ、その一環としてループ発生を防ぐ
ための識別子を割り当てられる。
【００７５】
　マルチメッシュの個々のメッシュは、ルーティングプロトコル、ルーティングオプショ
ン、メディアアクセス制御（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ、略称ＭＡＣ）
レイヤー、および物理アクセス（ＰＨＹ）レイヤーを含む種々の特性に従って動作する。
前記マルチメッシュに含まれる各メッシュの特性は、同じマルチメッシュの他のメッシュ
の特性に依存せず異なってもよい。例えば、第１のメッシュは第１のルーティングプロト
コルで動作し、他の全メッシュは異なるルーティングプロトコルで動作するということも
可能である。別の例としては、各メッシュがそれぞれ異なるルーティングプロトコルで動
作することも可能である。さらに別の例としては、各メッシュが同一のルーティングプロ
トコルで動作する場合もある。同様な変形形態は、他の特性についても可能である（ルー
ティングオプション、ＭＡＣレイヤー、およびＰＨＹレイヤー）。
【００７６】
　ブリッジ５およびブリッジ６の通信を可能にするリンクは無線リンクとして図示したが
（例えば８０２．１１リンクなどの無線リンク）、一部の実施形態ではこのリンクが有線
リンクの場合もある（イーサネット（登録商標）（登録商標）リンクなど）。一部の実施
形態で例示したリンクは代表的な単一リンクであるが、他の実施形態で例示したリンクは
２若しくはそれ以上のリンクの代表的なものである（無線、有線、または双方の併用）。
同じ２つのメッシュを結合する２若しくはそれ以上のリンクを有した実施形態において、
それら２若しくはそれ以上のリンクは、負荷分散の態様、フェイルオーバー／冗長性の態
様、またはその双方で操作される。
【００７７】
　ノードのハードウェアおよびソフトウェア
　図２は、ノードの一実施形態のハードウェア態様の詳細を一部選んで例示したものであ
る。図に示したこのノードには、ＤＲＡＭメモリインターフェース２０２を通じて揮発性
読み取り／書き込みメモリ「メモリバンク」要素２０１．１～２を含む各種タイプの記憶
装置に連結されたプロセッサ２０５と、不揮発性読み取り／書き込みフラッシュメモリ２
０３と、ＥＥＰＲＯＭ　２０４要素とが含まれる。前記プロセッサは、さらに、有線リン
クを確立するため複数のイーサネット（登録商標）（登録商標）ポート２０７を提供する
イーサネット（登録商標）（登録商標）インターフェース２０６と、無線リンクを確立す
るため無線（電波）パケット通信を提供する無線インターフェース２０９とに連結されて
いる。一部の実施形態において、前記無線インターフェースは、ＩＥＥＥ　８０２．１１
無線通信規格に準拠している（８０２．１１ａ、８０２．１１ｂ、８０２．１１ｇなど）
。一部の実施形態において、前記無線インターフェースは、（ハードウェア要素およびソ
フトウェア要素の任意の組み合わせと連動して）動作し、近傍のメッシュノードに関する
統計量を収集する。その統計量には、信号強度およびリンク品質の任意の組み合わせを含
めることができる。一部の実施形態において、前記無線インターフェースは、設定可能な
受信信号強度インジケータ（Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｓｔｒｅｎｇｔｈ　Ｉｎ
ｄｉｃａｔｏｒ：ＲＳＳＩ）閾値未満のパケットをすべて破棄するよう設定できる。図示
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したパーティションは単なる一例であり、他の等価なノード実施形態も可能である。
【００７８】
　例示したノードは、イングレスメッシュノード、エグレスメッシュノード、およびブリ
ッジを含む図１のノードの任意の１つとして機能する。図２の無線インターフェースは、
前記メッシュ内部のノードとの通信を可能にする（図１には明示的に示していないが、メ
ッシュ１、２、３、および４の各々の要素であるとする）。この無線インターフェースは
、図２に係るノードがブリッジノード、例えば図１のブリッジ１～１２のいずれかとして
使用される場合、無線ブリッジリンクも提供できる。図２のイーサネット（登録商標）イ
ンターフェースは、１若しくはそれ以上の有線リンクを有した図１に係る実施形態におい
て、有線ブリッジリンク（負荷分散ブリッジリンクまたは冗長性／フェイルオーバーブリ
ッジリンクを含む）用のイーサネット（登録商標）ポートを提供することができる。前記
イーサネット（登録商標）インターフェースにより提供された１若しくはそれ以上の前記
イーサネット（登録商標）ポートを使用すると、図２に係るノードがイングレス（エグレ
ス）メッシュノードとして動作する場合、メッシュに出入りするパケットに経路を提供す
ることもできる。種々の使用シナリオに基づき、記憶要素（ＤＲＡＭ、フラッシュ、およ
びＥＥＰＲＯＭ）のいかなる組み合わせでも、１若しくはそれ以上のブリッジテーブルを
格納することができる。
【００７９】
　動作時、前記プロセッサは、前記記憶要素（ＤＲＡＭ、フラッシュ、およびＥＥＰＲＯ
Ｍ）の任意の組み合わせから命令を読み出し実行する。これら命令の一部は、ブリッジリ
ンクプロトコルと連動して前記ブリッジリンクの動作に関連付けられたソフトウェアに対
応する。前記ブリッジリンクプロトコルの一部は、前記無線インターフェースおよび前記
イーサネット（登録商標）インターフェースの任意の組み合わせの動作を制御する。累積
されたパスコスト情報は、前記ブリッジリンクプロトコルに関連した処理で実行される命
令に従って、前記記憶要素の任意の組み合わせで格納できる。
【００８０】
　図３は、ノードの一実施形態のソフトウェア態様の詳細を一部選んで例示したものであ
る。図示したソフトウェアには、ネットワークインターフェースマネージャ３０２および
障害、設定、アカウンティング、性能、およびセキュリティ（Ｆａｕｌｔ，　Ｃｏｎｆｉ
ｇｕｒａｔｉｏｎ，　Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ，　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ，　ａｎｄ　Ｓ
ｅｃｕｒｉｔｙ：ＦＣＡＰＳ）マネージャ３０３と連動するネットワーク管理システム（
Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍ：ＮＭＳ）マネージャ３０１が含
まれる。一部の実施形態において、このＮＭＳは、ノード外で動作する管理ソフトウェア
と、ノード内で動作するソフトウェアとのインターフェースとなる（種々のアプリケーシ
ョンやＦＣＡＰＳなど）。前記ネットワークインターフェースマネージャは、物理ネット
ワークインターフェースを管理する（ノードのイーサネット（登録商標）インターフェー
スや無線インターフェースなど）。このネットワークインターフェースマネージャは、（
利用者から要求された）動的設定の変更を前記管理ソフトウェア経由でＦＣＡＰＳに渡せ
るよう、ＮＭＳを支援する。一部の実施形態では、設定情報を格納し読み出す機能がＦＣ
ＡＰＳに含まれ、ＦＣＡＰＳ機能は、継続的に設定情報を必要とする全アプリケーション
と連動する。また、ＦＣＡＰＳは、ノードの各種動作モジュールからの障害情報、統計量
、および性能データの収集を支援する。ＦＣＡＰＳは、収集された情報、統計量、および
データの任意部分を、ＮＭＳに渡す。
【００８１】
　カーネルインターフェース３１０は、ルーティングプロトコルおよびトランスポートプ
ロトコルのレイヤー３１１のマネージャと、フラッシュファイルシステムモジュール３１
３のマネージャとのインターフェースの役割を果たす。前記ルーティングプロトコルには
、前記ブリッジリンクプロトコルや、ブリッジテーブルの管理および参照に関連するソフ
トウェアの一部分が含まれる。前記トランスポートプロトコルには、ＴＣＰおよびＵＤＰ
が含まれる。前記フラッシュファイルシステムモジュールは、フラッシュハードウェア要
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素３２３に連結された状態で概念的に図示しているフラッシュドライバ３１６とのインタ
ーフェースとなり、前記フラッシュハードウェア要素３２３は、図２のフラッシュ要素お
よびＥＥＰＲＯＭ要素の任意の組み合わせで格納が行われるフラッシュファイルシステム
を表したものである。レイヤー２抽象化レイヤー３１２は、前記ルーティングプロトコル
およびトランスポートプロトコルと、イーサネット（登録商標）ドライバ３１４および無
線ドライバ３１５とのそれぞれのインターフェースとなる。前記イーサネット（登録商標
）ドライバは、図２のイーサネット（登録商標）インターフェースを表したイーサネット
（登録商標）インターフェース３２６に連結された状態で概念的に図示している。前記無
線ドライバは、図２の無線インターフェースを表した無線インターフェース３２９に連結
された状態で概念的に図示している。一部の実施形態では、本ソフトウェアに、シリアル
ドライバを含めることもできる。このソフトウェアは、コンピュータ可読媒体に格納され
（例えば、上記のＤＲＡＭ要素、フラッシュ要素、およびＥＥＰＲＯＭ要素の任意の組み
合わせ）、前記プロセッサにより実行される。図示したパーティションは単なる一例であ
り、他の等価なレイヤー構成も多数可能である。
【００８２】
　結論
　以上の実施形態については、理解の明瞭化を目的として一部詳しく説明したが、本発明
は上記で提供した詳細事項に限定されるものではなく、多くの代替形態が可能である。 
開示した実施形態は、例示的なものであって限定的なものではない。その構造、構成、お
よび使用には、本開示と一貫し、当該登録特許に添付された請求項の範囲内の多数の変形
形態が可能であることが理解されるであろう。例えば、相互接続および機能単位のビット
幅、クロック速度、および使用する技術のタイプは、一般に、各構成要素ブロックで異な
る。フローチャートの工程および機能要素の順序および構成は、一般に、場合に応じて異
なる。また、具体的に別段の断りがない限り、指定された値範囲、使用される最大値およ
び最小値、または他の特定の仕様（統合・一体化技術や、設計フロー技術など）は、単に
例示的実施形態のものであり、実施態様の技術には改善および変更が期待でき、本発明を
限定するものと解釈すべきではない。
【００８３】
　種々の構成要素、サブシステム、機能、動作、ルーチン、およびサブルーチンを実施（
実装）する際は、例示した技術の代わりに、当業者に公知の機能的に等価な技術を使用し
てもよい。相互接続部、論理、機能、およびルーチンに与えた名称は単に例示的なもので
あり、開示された概念を限定すると解釈されるべきではない。また言うまでもなく、多く
の設計の機能的な態様は、ハードウェア（一般には専用回路）またはソフトウェア（プロ
グラムされたコントローラまたはプロセッサの何らかの態様による）で、実施態様に応じ
た設計上の制約と、より高速な処理の技術トレンド（それまでハードウェアに含まれてい
た機能のソフトウェアへの移行を促進する）と、より高い統合密度（それまでソフトウェ
アに含まれていた機能のハードウェアへの移行を促進する）との関数として実施できる。
具体的な変形形態としてはネットワーキング技術が異なるもの（例えば、有線／無線、プ
ロトコル、帯域幅）などがあり（これに限定されるものではないが）、その他の変形形態
は、独自の工学技術および特定用途の業務上の制約に応じて本明細書で開示する概念を実
施（実装）する場合に生じると期待される。
【００８４】
　実施形態は、開示した概念の多数の態様について、必要最低限の実施態様よりはるかに
多くの詳細事項および環境的文脈を加えて例示している。当業者であれば、本発明の変形
形態において、本明細書に開示した構成要素を省略しても、残りの要素間の基本的な協動
態様を変更しないまま残せることが理解できるであろう。したがって、開示した詳細事項
の大部分については、開示した概念の種々の態様を実施（実装）しなくともよいことは言
うまでもない。前記残りの要素が先行技術と区別可能である限り、省略された構成要素に
より本明細書で開示する概念が限定されることはない。
【００８５】
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　設計におけるそのようないかなる変形形態も、例示した実施形態で開示した内容に対す
る実質的な変更とはならない。また言うまでもなく、本明細書で開示する概念は他のネッ
トワーキング用途および通信用途に広い応用性を有し、例示した実施形態の特定の応用ま
たは産業に限定されない。このように、本発明は、当該登録特許に添付された請求項の範
囲内に含まれた、考えられるすべての変更（修正）形態および変形形態を含むものと解釈
されるべきである。

【図１】 【図２】
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【図３】

【手続補正書】
【提出日】平成24年1月26日(2012.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　システムは、以下から成る：
　無線網状回路網間の連続したパケットによるマルチ網状回路網としての操作第１および
第２の無線網状回路網のための手段；
　防止フォワーディングのための手段は、無線網状回路網との間にループする；
　そこにおいて、オペレーティングのための手段は、それぞれ第一および第二の無線網状
回路網と関連した第１および第２のメッシュ橋ノードを含む；
　そして、転送ループの中で防止すること間の手段は、識別子を最も少なくパケットのい
くつかでのそれぞれのもの、それぞれの前半部およびそれぞれの第２部分から成る各それ
ぞれの識別子、マルチ網状回路網にそれぞれのパケットのそれぞれのエントリポイントを
独自に識別しているそれぞれの前半部およびそれぞれのエントリポイントの前後関係の各
それぞれのパケットを独自に識別しているそれぞれの第２部分に割り当てるための手段を
含む。
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